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【
論
文
】

信
州
諸
藩
の
鷹
狩
り

─
松
代
藩
の
祢
津
家
の
鷹
書
─

二
本
松
泰
子

は
じ
め
に

　
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
後
期
の
信
濃
国
の
東
部
地
域
で
は
、
当
地
を
本
貫
地

と
す
る
海
野
氏
・
祢
津
氏
・
望
月
氏
が
地
縁
に
よ
っ
て
結
束
し
、「
滋
野
三
家
」

と
称
し
て
一
大
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
海
野
氏
・
望
月
氏
は
中
世
末
期

に
そ
れ
ぞ
れ
嫡
流
が
途
絶
え
て
し
ま
い
（
海
野
氏
の
名
跡
は
真
田
氏
が
継
承
）、

目
立
っ
た
事
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
祢
津
氏
に
つ
い
て
は
、

中
世
末
期
以
降
も
嫡
流
が
存
続
し
、
近
世
期
を
通
し
て
史
実
上
の
足
跡
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
。
当
家
は
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
祢
津
松
鷂
軒
の
弟
で
あ
る
信
忠

の
子
・
幸
直
（
祢
津
志
摩
）
の
直
系
に
当
た
り
、
幸
直
が
松
代
藩
の
初
代
藩
主
で

あ
る
真
田
信
之
に
仕
え
て
以
降
、
代
々
家
老
ク
ラ
ス
の
家
臣
と
し
て
幕
末
ま
で
同

藩
に
仕
え
た
（
注
1
）。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
祢
津
氏
嫡
流
と
別
系
の
祢
津
一
族
で
あ
る
松
鷂
軒
の

子
孫
は
三
代
で
断
絶
し
た
も
の
の
、
代
々
の
徳
川
将
軍
に
鷹
書
を
献
上
し
た
と
さ

れ
る
（
注
2
）
な
ど
、
将
軍
家
所
縁
の
格
式
高
い
鷹
術
を
伝
え
て
い
た
こ
と
は
著

名
で
あ
る
（
注
3
）。
そ
の
一
方
で
、
嫡
流
で
あ
る
幸
直
の
直
系
も
ま
た
鷹
術
と

関
わ
る
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
び
、
そ
の
幸

直
の
子
孫
に
伝
来
し
た
鷹
書
群
が
新
た
に
確
認
さ
れ
、
稿
者
は
そ
れ
ら
を
調
査
す

る
機
会
を
得
た
（
注
4
）。
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
当
該
の
鷹
書
群
の
中
か
ら
物
語

や
説
話
が
記
さ
れ
た
文
芸
的
要
素
の
強
い
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
他
の

テ
キ
ス
ト
と
の
本
文
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

近
世
期
に
お
け
る
祢
津
氏
嫡
流
が
担
っ
た
文
化
伝
承
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

当
時
の
松
代
藩
の
鷹
狩
り
の
実
像
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
一
助
と
し
た
い
。



『グローバルマネジメント』第２号

－36－

一
、
近
世
期
に
お
け
る
祢
津
氏
嫡
流

　
今
回
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
祢
津
氏
嫡
流
に
伝
来
し
た
古
文
書
類
は
、
現

在
そ
れ
ら
を
所
蔵
し
て
い
る
祢
津
泰
夫
氏
の
御
祖
父
が
当
主
よ
り
譲
り
受
け
た
も

の
と
い
う
。
古
文
書
類
の
中
に
は
、
当
家
の
系
図
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
で
具
体
的
に
紹
介
し
た
（
注
5
）。
本
稿
で
は
、
そ
の

よ
う
な
系
図
類
と
は
別
に
、
家
伝
を
記
し
た
紙
縒
り
綴
じ
の
冊
子
を
取
り
上
げ
、

当
家
の
祖
と
し
て
認
識
さ
れ
た
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
と
鷹
術
に
つ
い
て
簡
単
に
紹

介
す
る
。

　
さ
て
、
当
該
の
家
伝
書
は
明
治
期
の
書
写
と
お
ぼ
し
き
も
の
で
、
前
半
部
分
に

幸
直
に
関
す
る
逸
話
と
彼
の
子
孫
の
本
家
争
い
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
後
半
部
分

に
は
祢
津
氏
の
「
中
興
」
と
さ
れ
る
人
物
た
ち
の
名
前
と
そ
の
事
跡
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。奥
書
等
は
無
し
。こ
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る
記
事
を
次
に
挙
げ
る（
句

読
点
は
私
に
付
し
た
。
ま
た
、
割
注
は
〔
　
〕
で
示
し
た
。
以
下
同
じ
）。

一
　
或
覚
に
曰
、
眞
田
伊
豆
守
殿
御
幼
児
の
時
、
祢
津
宮
内
太
輔
元
直
が
後

妻
を
乳
づ
け
の
母
ニ
頼
給
ふ
。
祢
津
が
先
妻
ハ
信
州
先
方
の
諸
賀
入
道
か
娘

也
。
後
妻
ハ
上
州
吾
妻
ノ
住
士
羽
尾
入
道
が
娘
ナ
リ
。
安
房
守
殿
羽
尾
ニ
由

緒
有
故
ニ
頼
給
ふ
と
也
。
其
後
参
州
長
篠
合
戦
ニ
宮
内
大
輔
討
死
し
け
れ
ハ
、

妻
女
剃
髪
し
て
貞
繁
尼
と
云
。
嫡
子
長
右
衛
門
ハ
継
子
た
る
に
よ
つ
て
、
母

子
の
中
平
か
な
ら
ず
。
貞
繁
尼
、
源
三
郎
殿
ニ
ち
な
み
有
ニ
よ
つ
て
、
常
ニ

安
房
守
殿
の
御
方
ニ
立
寄
る
ニ
よ
り
、
内
外
の
人
、
い
つ
と
な
く
お
つ
ぼ
ね

樣
と
云
。
乳
の
好
身
な
る
祢
津
が
子
を
式
部
と
云
。
両
人
、
彼
ノ
乳
母
の
両

膝
ニ
居
て
、
乳
房
を
含
み
け
る
程
ニ
、
兄
弟
よ
り
も
睦
し
く
、
た
か
い
ニ
生

た
ち
給
ひ
し
と
ナ
リ
。
毎
日
い
せ
山
ニ
あ
そ
び
て
、
り
う
そ
を
つ
り
て
心
を

慰
め
り
。
源
三
郎
殿
、
此
山
坂
を
や
す
く
の
ほ
り
給
む
と
て
、
夙
ニ
お
き
て

朝
草
か
り
の
馬
ニ
打
乗
り
給
ふ
。
式
部
ハ
腰
ニ
焼
め
し
を
附
行
て
、
供
ニ
是

を
食
し
、
夕
陽
ニ
及
て
城
ニ
帰
り
し
と
也
〔
伊
勢
山
ハ
戸
石
の
古
城
ノ
跡
ナ
リ
。

朝
草
苅
の
馬
と
ハ
、
民
家
ニ
馬
を
か
ふ
も
の
、
未
明
ニ
山
ニ
行
、
青
草
を
苅

て
用
、
其
馬
を
借
り
て
乗
て
ナ
リ
〕。
互

た
か
い

に
成
馬長

し
て
、
式
部
ハ
祢
津
志
摩

幸
直
と
名
乗
り
、
或
る
時
志
摩
申
ハ
、
伯
父
ニ
テ
候
祢
津
松
鷂
軒
、
上
州
豊

岡
ニ
罷
在
候
、
是
を
頼
、
家
康
へ
成
り
共
、
秀
吉
へ
成
り
と
も
奉
公
致
シ
候

べ
し
。
此
年
ご
ろ
の
御
厚
恩
申
尽
し
難
く
、
且
御
名
残
も
惜
し
く
候
と
也
。

信
之
宣
ふ
ハ
、
存
立
候
処
尤
ニ
ハ
思
へ
候
得
共
、
安
房
守
、
今
の
侭
ニ
テ
ハ
朽

果
給
ハ
じ
。
大
望
有
人
ナ
リ
。
我
又
心
中
ニ
大
望
有
ル
。
そ
の
深
志
を
し
ら

ぬ
人
か
情
な
く
も
振
り
捨
い
な
ん
と
ハ
宣
ふ
も
の
か
な
。
日
来ご

ろ

の
契
り
を
ハ

吾
ハ
忘
れ
ぬ
物
を
と
有
け
れ
バ
、
祢
津
黙モ

ダ
シ止

が
た
く
思
ひ
止
り
て
、
神家
だ

川
一

戦
の
時
も
二
心
な
く
籠
城
し
け
る
と
ナ
リ
。

一
　
祢
津
三
十
郎
紋
所
ハ
梯ハ

シ
コ子
月
と
唱
。
本
家
ハ
今
ノ
祢
津
数
馬
直
家
ニ
候

得
共
、
三
十
郎
先
祖
ハ
先
ニ
御
当
家
へ
罷
出
。
本
家
ハ
断タ
ン

絶ぜ
つ

後
、
御
当
家
へ

被
召
寄
。
依
而
其
時
分
ハ
本
家
之
様
ニ
モ
不
拵
。
然
レ
ト
モ
人
ノ
知
ル
所
ニ
シ
テ

又
未
家
タ
ラ
ン
事
に
モ
ふ
面
百
彼
是
有
紋
所
文
字
引
替
候
間
。

一
　
今
ノ
祢
津
三
十
郎
先
祖
志
摩
ト
云
シ
ト
モ
八
百
石
ニ
テ
本
家
ゟ
先
ニ
御
当
家

ヘ
出
て
系
圖
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

一
　
祢
津
家
紋
黒
餅
を
代
月
の
文
字
ニ
直
ス
。
当
時
モ
幕
ノ
紋
ハ
黒
餅
ヲ
付
ル
。

一
　
其
ノ
後
、
祢
津
神
平
と
祢
津
三
十
郎
、
本
家
別
家
の
あ
ら
そ
へ
有
し
時
、

親
類
、
打
寄
ひ
や
う
□
□
□
候
處
、
兎
も
角
も
兄
弟
之
事
な
れ
ハ
、
兄
神
平

の
方
を
本
家
ト
申
候
が
可
然
様
、
皆
々
被
申
候
有
。
夫
ゟ
神
平
の
方
本
家
と
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申
侍
候
也
。

　
右
掲
の
第
一
条
に
よ
る
と
、
真
田
信
之
と
祢
津
幸
直
の
幼
少
時
の
逸
話
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
祢
津
宮
内
太
輔
元
直
の
後
妻
で
あ
る
上
州
我
妻
の
住

人
・
羽
尾
入
道
の
娘
が
信
之
の
授
乳
係
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
所
以
は
真
田
昌

幸
が
羽
尾
に
由
緒
が
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
三
河
国
長
篠
合
戦
で
元
直
が
討
死

す
る
と
、
そ
の
妻
は
剃
髪
し
て
貞
繁
尼
と
称
し
た
。
嫡
子
の
長
右
衛
門
は
継
子
な

の
で
折
り
合
い
が
悪
く
、
信
之
の
方
に
立
ち
寄
り
、
内
外
の
人
々
に
お
局
さ
ま
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
女
の
息
子
で
あ
る
式
部
は
信
之
と
と
も
に

両
膝
に
乗
っ
て
乳
房
を
含
み
、
仲
睦
ま
じ
く
成
長
す
る
。
二
人
は
毎
日
朝
早
く
か

ら
夕
暮
れ
ま
で
伊
勢
山
に
遊
び
、
心
を
慰
め
た
。
式
部
は
祢
津
志
摩
幸
直
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
志
摩
は
伯
父
の
祢
津
松
鷂
軒
を
頼
っ
て
家
康
・
秀

吉
に
奉
公
し
よ
う
と
す
る
が
、
信
之
の
心
中
に
秘
め
た
「
大
望
」
に
感
じ
入
り
、

信
之
に
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
の
た
め
、
神
川
の
戦
で
も
ふ
た
心

な
く
籠
城
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
に
関
す
る
逸
話
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
松
代

藩
家
老
で
あ
っ
た
河
原
綱
徳
（
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
～
慶
応
四
（
一
八
六
八
）

年
）
の
編
に
な
る
『
長
国
寺
殿
御
事
蹟
稿
』「
祢
津
」
に
も
「
真
田
御
武
功
記
」

か
ら
の
引
用
と
し
て
右
掲
記
事
と
ほ
ぼ
同
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
長
野

県
立
図
書
館
蔵
『
松
代
藩
士
系
図
　
全
』（
資
料
番
号0104163225

、
請
求
番
号

N
288/3/

）
に
所
収
さ
れ
る
二
種
類
の
系
図
は
い
ず
れ
も
祢
津
幸
直
直
系
の
系
譜

で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
政
直
（「
祢
津
宮
内
大
輔
　
松
鷂
軒
」
と
注
記
さ

れ
る
）
の
弟
で
あ
る
信
忠
の
次
子
に
「
幸
直
」
が
見
え
、「
式
部
　
志
摩
守
　
介

右
衛
門
　
系
左
別
　
武
靖
公
御
伽
相
助
　
系
在
別
」
も
し
く
は
「
式
部
　
助
右
エ

門
　
志
摩
守
　
武
靖
公
御
伽
」
と
い
う
注
記
が
見
え
る
。

　
続
け
て
、
第
二
条
～
第
五
条
で
は
、
祢
津
家
の
本
家
争
い
に
関
す
る
記
事
が
列

挙
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
に
よ
る
と
、
本
家
（
の
当
主
）
は
祢
津
数
馬
直

家
で
あ
る
が
、
祢
津
三
十
郎
の
先
祖
は
早
く
に
「
御
当
家
」（
未
詳
）
へ
出
た
と

い
う
（「
当
家
に
養
子
に
入
る
」
意
か
）。
ま
た
、
本
家
も
断
絶
し
た
後
、「
御
当
家
」

に
召
し
寄
せ
ら
れ
た
と
い
い
、
そ
の
当
時
は
す
で
に
本
家
は
そ
の
態
で
は
な
か
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
条
に
よ
る
と
、
祢
津
三
十
郎
の
先
祖
は
件
の

祢
津
志
摩
で
あ
る
が
、
八
百
石
の
禄
高
を
以
て
本
家
よ
り
先
に
「
御
当
家
」
へ
出

た
と
記
す
。
な
お
、
第
三
条
に
お
い
て
祢
津
三
十
郎
が
禄
高
八
百
石
を
得
て
い
る

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
立
図
書
館
蔵
『［
松
代
藩
］
御
家

中
分
限
覚
』（
資
料
番
号0104163142

、
請
求
番
号N

280.3/9/

）
に
所
収
さ
れ
て

い
る
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
分
限
帳
の
写
し
に
よ
る
と
、
松
代
藩
筆
頭
家
老

の
矢
沢
家
（
石
高
二
千
百
二
五
石
）
か
ら
五
番
目
に
「
八
百
石
　
祢
津
舎
人
」
と

見
え
る
。
右
掲
の
家
伝
書
に
見
え
る
祢
津
三
十
郎
は
い
つ
の
時
代
の
人
物
か
未
詳

で
あ
る
が
、
こ
の
「
祢
津
舎
人
」
と
禄
高
が
符
合
す
る
こ
と
か
ら
同
族
と
推
定
さ

れ
、
先
述
の
よ
う
に
当
家
の
禄
高
が
松
代
藩
の
家
老
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
改

め
て
確
認
で
き
る
。

　
次
に
、第
四
条
で
は
祢
津
家
の
家
紋
が
黒
餅
か
ら
月
の
文
字
に
変
更
さ
れ
た（
幕

紋
は
黒
餅
の
ま
ま
）
こ
と
が
記
さ
れ
、
第
五
条
で
は
祢
津
神
平
と
祢
津
三
十
郎
の

本
家
争
い
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
兄
弟
関
係

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
兄
の
神
平
の
方
を
本
家
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
由
を
記

す
。
当
該
記
事
に
見
え
る
本
家
争
い
の
史
実
的
な
経
緯
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
し
、
第
三
条
に
お
い
て
本
家
争
い
の
渦
中
の
人
物
が
、
祢
津
志
摩
を
先
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祖
と
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
は
、
当
家
の
氏
祖
意
識
を
象
徴
す
る
認
識
と

し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
幸
直
に
宛
て
て
、
真
田
信
之
が
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）
五
月
二
十
七
日
付
で
出
し
た
と
さ
れ
る
書
状
が
あ
る
（
注
6
）。
そ
れ
に
よ

る
と
、
信
之
が
志
摩
に
対
し
て
、
鷂
や
鶏
を
「
御
鷹
匠
」
に
渡
す
こ
と
を
依
頼
し

つ
つ
、
松
平
忠
直
が
巣
鷹
を
所
望
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
（
注
7
）。

他
に
も
同
じ
く
信
之
が
幸
直
（
志
摩
）
に
宛
て
て
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
～
同

一
四
年
（
一
六
三
七
）
の
六
月
七
日
に
出
し
た
と
さ
れ
る
書
状
が
あ
る
（
注
8
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
信
之
か
ら
幸
直
（
志
摩
）
と
片
山
主
膳
へ
の
依
頼
と
し
て
、
長

岡
藩
主
牧
野
忠
成
の
長
男
で
あ
る
光
成
の
鷹
狩
り
に
際
し
て
、
い
ず
れ
の
山
に
お

い
て
も
「
鷹
ま
ち
」
と
相
談
し
て
彼
を
「
馳
走
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
は
実
際
に
鷹
術
を
以
て
信
之
に
奉
仕
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
幸
直
直
系
の
子
孫
に
鷹
書
群
が
伝
来
し
た
の
は
、
当

家
が
代
々
鷹
術
に
関
わ
る
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。

二
、�

祢
津
氏
嫡
流
の
鷹
書
そ
の
①�

―
祢
津
氏
各
家
の
鷹
書
と
の
比
較
―

　
祢
津
泰
夫
氏
が
所
蔵
な
さ
っ
て
い
る
祢
津
氏
嫡
流
（
祢
津
幸
直
系
）
伝
来
の
鷹

書
は
全
部
で
十
点
あ
る
（
注
9
）。
い
ず
れ
も
表
題
や
奥
書
が
な
く
、
伝
来
の
具

体
的
な
経
緯
や
流
派
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
中
か
ら
説
話
や
縁

起
な
ど
の
物
語
的
な
叙
述
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
る
。

当
該
書
の
書
誌
を
次
に
挙
げ
る
。

外
題
無
し
。
内
題
無
し
。
縦
24.0
㌢
×
横
17.6
㌢
。
四
つ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
半

葉
十
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
全
六
十
七
丁
。
裏
表
紙
見
返
し
に
も
本

文
有
り
。
五
十
三
丁
裏
、
六
十
丁
裏
は
白
紙
。
五
十
四
丁
表
～
六
十
丁
表
に

「
白
鷹
記
」
の
本
文
（
有
注
）。
六
十
一
丁
表
～
六
十
七
丁
表
に
「
架
と
緒
」

の
図
解
。
奥
書
無
し
。

　
同
書
は
冒
頭
に
鷹
の
伝
来
説
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
来
説
話

は
、
幸
直
系
以
外
の
祢
津
家
に
伝
わ
る
鷹
書
類
に
も
類
話
が
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
相
対
比
較
に
よ
っ
て
特
徴
を
分
析
し
や
す
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
祢
津
泰

夫
氏
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
の
該
当
部
分
を
次
に
挙
げ
る
（
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）。

そ
れ
鷹
の
日
本
ゑ
渡
り
初
る
事
三
ケ
度
也
。
先
一
番
に
わ
た
り
て
駿
河
国
富

士
山
を
巣
山
と
な
し
て
、
七
子
を
な
し
七
月
七
日
に
た
て
ゝ
日
本
國
に
ひ
ろ

め
始
る
也
。
鷹
を
つ
か
ひ
は
し
め
ら
れ
し
ハ
、
仁
徳
天
皇
の
御
宇
八
十
六
年

の
御
代
を
た
も
た
せ
給
ふ
。
四
十
六
年
の
御
年
に
あ
た
り
、
九
月
十
三
日
、

は
く
さ
い
国
よ
り
鷹
に
八
十
一
巻
の
文
書
を
相
添
て
渡
し
、
け
ん
し
奉
け
り
。

其
鷹
の
名
を
は
く
ち
と
云
也
。
和
泉
國
も
す
野
に
て
仁
徳
天
皇
初
し
め
て
つ

か
ひ
そ
め
給
ふ
な
り
。
彼
御
代
の
後
に
ハ
二
百
余
年
に
お
よ
ひ
鷹
を
つ
か
ふ

と
云
事
終
た
り
。
然
間
、
古
を
つ
た
へ
て
知
る
人
も
な
か
り
き
。
其
名
の
み

ば
か
り
に
て
、
ふ
ん
み
や
う
な
ら
す
。
清
和
天
皇
の
御
時
ま
て
此
書
あ
り
と

い
へ
共
、
讀
ひ
ら
き
鷹
を
知
る
人
も
な
し
。
其
時
の
都
は
あ
わ
づ
な
り
。
そ

の
比
、
唐
人
越
前
の
国
つ
る
か
の
津
に
渡
り
、
彼
唐
人
の
名
を
ハ
こ
う
し
ん
、

名
乗
ハ
米
光
と
云
。
装
束
ハ
大
あ
ら
れ
の
ほ
い
の
あ
ほ
に
ふ
色
の
さ
し
ぬ
き

の
ふ
ち
そ
め
ま
り
の
衣
着
て
、
錦
の
ほ
う
し
を
そ
き
た
り
け
る
。
形
は
さ
う

に
似
た
り
。
犬
か
い
の
名
を
ハ
袖
満
と
云
。
犬
の
毛
ハ
黒
駁
な
り
。
様
ハ
痩

□
□
□
牛
の
こ
と
し
。
犬
の
名
を
ハ
と
ま
ほ
こ
と
云
。
此
旨
を
つ
る
か
よ
り



－39－

� The�Global�Management�of�Nagano,�Vol.2

さ
う
も
ん
す
。
帝
王
ゑ
い
ら
ん
あ
り
て
勅
使
に
ハ
播
摩
の
国
の
住
人
源
政
頼

の
卿
を
も
つ
て
鷹
并
犬
請
取
に
さ
し
く
た
さ
る
ゝ
。
其
す
て
に
古
渡
り
た
る

鷹
の
真
書
を
彼
米
光
に
讀
へ
き
よ
し
、
せ
ん
し
な
り
。
米
光
、
彼
書
を
覽
し

て
手
を
打
、
此
國
に
書
あ
り
と
お
と
ろ
き
、
讀
ひ
ら
く
事
な
し
。
政
頼
、
此

よ
し
を
さ
う
す
。
帝
王
、
御
は
か
り
事
に
こ
ち
く
と
云
女
ヲ
政
頼
御
使
に
て

送
り
給
ふ
。
こ
ち
く
か
装
束
、
や
ま
ふ
き
のニ

ヲ

色イ
ノ

の
袴
、
髪
ハ
ひ
す
い
の
こ
と

し
。
姿
ハ
如
来
の
や
う
也
。
米
光
、
こ
ち
く
か
姿
を
見
て
譽
、
鷹
并
犬
、
鷹

装
束
、
餌
袋
、
か
り
杖
、
犬
か
い
の
装
束
、
其
外
の
具
足
共
を
御
門
ゑ
奉
る
。

政
頼
、
是
を
請
取
。
米
光
、
帰
ら
ん
と
云
。
政
頼
、
長
持
二
ゑ
た
、
唐
櫃
一

合
、
酒
筒
調
て
こ
ち
く
に
相
添
持
参
す
。
唐
人
、
重
而
よ
ろ
こ
ひ
、
こ
ち
く

に
め
て
ゝ
、
三
月
あ
ま
り
逗
留
す
。
其
中
、
政
頼
、
八
十
一
卷
の
真
書
ヲ
米

光
に
讀
ひ
ら
か
せ
、
十
八
の
ひ
ち
、
三
十
六
の
口
傳
、
迷
ゝ
習
と
ゝ
め
、
□

の
み
ち
つ
し
に
し
て
鷹
を
学
に
天
下
に
お
い
て
な
ら
ふ
る
か
た
な
く
、
き
い

の
お
も
ひ
を
な
す
。
帝
王
、
御
ら
ん
あ
つ
て
、
政
頼
に
□高

鹿
の
郡
を
給
に
け

り
。
さ
て
、
政
頼
、
こ
ち
く
の
宿
ゑ
あ
や
の
小
袖
一
重
に
ひ
ね
り
文
つ
か
は

わ
す
と
て
、
こ
ち
く
て
う
こ
と
か
た
か
ら
は
笛
竹
の
一
夜
の
ふ
し
を
人
に
か

た
る
な
と
讀
て
や
る
。
こ
ち
く
返
事
に
、
く
れ
は
と
り
か
さ
ね
し
夜
半
の
あ

し
た
よ
り
ふ
し
そ
ま
さ
れ
る
こ
ち
く
ひ
と
り
に
、
か
く
讀
て
返
す
。
ま
か
た

國
の
内
ほ
り
川
の
□
玉
ほ
こ
の
津
よ
り
ハ
五
万
五
千
里
也
。
は
く
さ
い
國
玉

ほ
こ
の
津
よ
り
日
本
越
前
の
靏
賀
の
津
迄
ハ
三
万
三
千
里
な
り
。
七
日
七
夜

に
靏
賀
の
津
に
着
た
り
と
い
へ
り
。

　
右
掲
の
叙
述
に
は
、
部
分
的
に
整
合
性
の
な
い
文
脈
が
あ
り
、
若
干
文
意
の
取

り
に
く
い
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
近
世
期
の
鷹
書
は
混
乱
し

た
叙
述
が
多
く
見
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
テ
キ
ス

ト
間
で
の
内
容
上
の
モ
チ
ー
フ
や
叙
述
表
現
レ
ベ
ル
で
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
掲
出
し
た
鷹
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
適
宜
、
モ
チ
ー
フ
単
位
で
整
理
し
た

意
訳
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
右
掲
の
叙
述
の
意
訳
は
次
の
通
り
。

　
鷹
が
日
本
へ
渡
っ
た
経
緯
は
三
度
あ
る
と
い
う
。
最
初
に
渡
っ
て
き
た
時
に
は

「
駿
河
国
富
士
山
」
を
巣
山
と
し
て
、
七
ツ
の
子
を
な
し
て
七
月
七
日
に
巣
立
ち

を
さ
せ
、
日
本
に
広
め
た
。
鷹
を
遣
い
は
じ
め
た
の
は
、
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
の

御
代
の
四
十
六
年
九
月
十
三
日
、「
は
く
さ
い
国
」
か
ら
鷹
に
八
十
一
巻
の
文
書

を
添
え
て
渡
来
し
て
（
天
皇
に
）
献
上
さ
れ
た
。
鷹
の
名
前
は
「
く
ち
」
と
い
う
。

和
泉
国
百
舌
野
で
仁
徳
天
皇
が
初
め
て
遣
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
二
百
余
年
間
、
鷹

を
遣
う
こ
と
が
な
く
、
い
に
し
え
を
伝
え
知
る
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
名
前
の

み
で
分
明
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
こ
の
書
が
あ
る
と

い
っ
て
も
、
読
み
ひ
ら
い
て
鷹
を
知
る
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
の
都
は
粟

津
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
唐
人
が
「
越
前
の
国
つ
る
か
の
津
」
に
渡
っ
て
き
た
。

そ
の
唐
人
の
名
は
「
こ
う
し
ん
」、
名
乗
り
を
「
米
光
」
と
い
っ
た
。
装
束
は
大

霰
の
布
衣
の
青
鈍
色
の
指
貫
に
ふ
ち
染
の
衣
を
着
て
、
錦
の
帽
子
を
着
し
、
形
は

僧
侶
に
似
て
い
た
。
犬
飼
の
名
は
袖
光
と
い
い
、
犬
の
毛
は
黒
駁
で
□
□
□
（
※

判
読
不
明
）
牛
の
よ
う
な
様
子
を
し
て
、
名
前
は
「
と
ま
ほ
こ
」
と
言
っ
た
。
こ

の
旨
を
敦
賀
か
ら
奏
聞
す
る
と
帝
の
叡
覧
が
あ
り
、
勅
使
と
し
て
播
磨
国
の
住
人

で
あ
る
源
政
頼
卿
が
鷹
及
び
犬
を
受
け
取
る
た
め
に
下
さ
れ
る
。
古
い
時
代
に

渡
っ
て
き
た
鷹
の
真
書
を
米
光
に
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
宣
旨
で
あ
っ
た
。
米
光
は
、

こ
の
書
物
を
見
て
、
手
を
打
ち
、
こ
の
国
に
書
あ
り
、
と
驚
く
が
、
読
み
ひ
ら
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。
政
頼
は
、
こ
の
由
を
さ
ら
に
奏
聞
す
る
と
、
帝
は
謀
を
め
ぐ
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ら
し
て
「
こ
ち
く
」
と
い
う
女
性
を
政
頼
に
遣
い
と
し
て
送
っ
た
。
こ
ち
く
の
装

束
は
、
山
吹
色
の
袴
に
髪
は
翡
翠
の
ご
と
く
、
姿
は
如
来
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
米

光
は
こ
ち
く
の
姿
を
見
て
喜
び
、
鷹
な
ら
び
に
犬
、
鷹
の
装
束
、
餌
袋
、
狩
り
杖

（
＝
狩
り
に
用
い
る
杖
）、
犬
飼
の
装
束
そ
の
他
の
具
足
な
ど
を
帝
に
奉
っ
た
。

政
頼
は
こ
れ
を
受
け
取
る
が
米
光
は
帰
国
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
米
光
の
た
め
に

長
持
二
え
だ
、
唐
櫃
一
合
、
酒
筒
を
整
え
て
こ
ち
く
に
持
参
さ
せ
る
と
唐
人
は
重

ね
て
喜
び
、
こ
ち
く
を
愛
で
て
三
月
余
り
逗
留
し
た
。
そ
の
う
ち
、
政
頼
は
、
八

十
一
巻
の
真
書
を
米
光
に
読
み
ひ
ら
か
せ
、
十
八
の
秘
事
、
三
十
六
の
口
伝
を
習

い
、天
下
に
お
い
て
並
び
な
き
鷹
飼
と
な
っ
た
。帝
は
御
覧
に
な
っ
て
政
頼
に「
□

鹿
の
郡
」
を
賜
っ
た
。
政
頼
は
こ
ち
く
の
宿
に
綾
の
小
袖
一
重
に
ひ
ね
り
文
を
遣

わ
し
、
米
光
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
他
言
し
な
い
よ
う
に
和
歌
で
伝
え
、
こ
ち

く
は
そ
れ
を
了
解
す
る
返
事
を
や
は
り
和
歌
で
伝
え
た
。「
ま
か
た
國
の
内
ほ
り

川
の
□
玉
ほ
こ
の
津
」か
ら
五
万
五
千
里
、「
は
く
さ
い
國
玉
ほ
こ
の
津
」か
ら「
日

本
越
前
の
靏
賀
の
津
」
ま
で
は
三
万
三
千
里
で
あ
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
所
縁
の
鷹
書
と
い
う
も
の
も
現
存
す
る
。
す

な
わ
ち
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
根
津
志
摩
守
ト
有
之
鷹
書
』（
函
号
一
六
三
―

九
六
八
）
と
い
う
鷹
書
の
序
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

一
大
事
と
申
。
口
傳
人
ニ
諸
物
み
せ
す
、
か
さ
す
候
。
子
細
忘
、
わ
か
ち
ゑ

を
人
の
知
事
、
此
秘
伝
書
清
生
を
か
け
く
は
も
の
こ
さ
す
し
て
常
ニ
み
れ
は
、

覚
申
候
。
是
其
儘
尋
根
津
志
摩
守
所
ニ
奉
公
仕
時
、
ぬ
す
み
出
し
う
つ
し
候
。

甚
兵
衛
十
二
才
之
時
也
。

　
右
に
よ
る
と
、
同
書
は
「
甚
兵
衛
」
な
る
人
物
が
十
二
歳
の
と
き
「
根
津
志
摩

守
」
の
元
に
奉
公
し
て
い
た
際
に
盗
み
写
し
た
秘
伝
書
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に

見
え
る
「
甚
兵
衛
」
の
奉
公
先
で
あ
る
「
根
津
志
摩
守
」
は
祢
津
幸
直
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の
序
文
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
の
鷹
書
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
存
し
な
い
。
が
、
少
な
く
と
も
、
宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵『
根
津
志
摩
守
ト
有
之
鷹
書
』は
幸
直
の
鷹
術
と
関
わ
り
深
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ

た
こ
と
は
判
断
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
冒
頭
に
は
、
祢
津
泰
夫
氏

所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
の
類
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
該

当
部
分
の
記
事
を
挙
げ
る
。

鷹
飼
来
之
事

一
　
日
本
んマ

マ

鷹
渡
る
事
、
仁
徳
天
皇
御
宇
の
時
也
。
其
後
四
拾
六
徳
歳
過
て
、

百
濟
國
よ
り
日
記
を
被
添
鷹
を
渡
ス
。
使
者
は
清
来
と
申
法
師
也
。
鷹
の
道

状
と
云
文
字
を
相
添
渡
る
。
其
時
、
よ本

の
儘
不
相
分

へ
ハ
ん
な
し
。
其
後
、
清
林
（
和
カ
）
之
御

帝
に
衣依

レレ
溥傳

余
と
云
。
口
傳
猶
義
く
ら
し
。
政
頼
将
軍
の
御
時
、
唐
土
の
鷹

の
餌
つ（

マ
マ
）る
政
頼
、
彼
唐
人
を
か
た
ら
い
、
小
竹
女
と
申
美
人
を
妻
ニ
被
請
付

候
へ
ハ
、
清
来
、
慶
て
十
八
の
ひ
て
ん
、
三
拾
六
の
口
傳
き
こ
し
め
し
、

や不
相
分わ

ら
て
い
ろ
〳
〵
の
文
字
を
請
取
給
也
。
其
時
、
鷹
の
餌
飼
し
や
う
そ
く
、

犬
引
し
や
う
そ
く
す（

マ
マ
）ニ

餌
袋
、
か
り
竿
、
打
か
ひ
袋
、
政
頼
将
軍
ニ
渡
シ
申
。

其
後
、
政
頼
将
軍
、
小
竹
女
を
近
つ
け
て
い
わ
く
、

　
筒
竹
の
二
夜
の
ふ
し
を
ひ
と
か
し
経

　
暮
羽
鳥
か
さ
ね
し
夜
半
の
あ
し
た
よ
り

　
右
の
記
述
も
ま
た
、
文
意
不
明
な
箇
所
が
多
く
、
か
な
り
わ
か
り
に
く
い
文
脈

と
な
っ
て
い
る
。
意
訳
は
以
下
の
通
り
。

　
日
本
に
鷹
が
渡
っ
て
き
た
の
は
仁
徳
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
四
十
六

年
が
過
ぎ
て
、
百
済
国
よ
り
使
者
が
日
記
を
鷹
に
添
え
て
渡
っ
て
き
た
。
使
者
は
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清
来
と
い
う
法
師
で
、「
鷹
の
道
状
」
と
い
う
文
字
（
文
書
？
）
を
添
え
て
渡
っ

て
き
た
。
そ
の
と
き
は
読
む
人
が
い
な
か
っ
た
。
後
に
「
清
林

（
和
カ
）

之
御
帝
」
に
伝

授
し
た
が
、
な
お
そ
の
意
義
は
不
明
で
あ
っ
た
。
政
頼
将
軍
の
時
、
唐
人
を
騙
る

た
め
に
小
竹
女
と
い
う
美
人
を
妻
と
し
て
差
し
出
す
と
、
清
来
は
喜
ん
で
十
八
の

秘
伝
と
三
十
六
の
口
伝
を
伝
え
、
さ
ら
に
は
い
ろ
い
ろ
な
文
字
（
文
書
？
）
を
請

け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
鷹
の
餌
飼
装
束
、
犬
牽
の
装
束
に
餌
袋
、
狩

り
竿
、
打
ち
飼
い
袋
を
政
頼
将
軍
に
渡
し
た
。
そ
の
の
ち
、
政
頼
将
軍
は
小
竹
女

を
近
づ
け
て
和
歌
の
よ
う
な
文
言
を
伝
え
た
と
い
う
。

　
右
掲
の
鷹
の
伝
来
説
の
叙
述
は
文
脈
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
飛
躍
し
て
い
る
他
、
た

と
え
ば
、
鷹
を
日
本
の
伝
来
し
た
使
者
の
名
前
を
「
清
来
」、
日
本
で
清
来
の
対

応
を
す
る
人
物
の
名
前
を
「
政
頼
将
軍
」
と
称
す
る
な
ど
、
内
容
に
も
か
な
り
混

乱
が
あ
る
。
ま
た
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
の
類
話
と
比
較
す
る
と
、
文
意
の

乱
れ
と
い
う
範
疇
を
超
え
て
大
き
く
異
な
る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
各
モ
チ
ー
フ

の
具
体
的
な
異
同
に
つ
い
て
は
後
出
の
異
同
表
で
示
し
た
。
当
該
表
の
よ
う
に
、

モ
チ
ー
フ
番
号
5
、
15
の
内
容
に
お
い
て
両
書
は
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
モ

チ
ー
フ
番
号
5
「
清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
鷹
書
は
あ
っ
た
が
誰
も
ひ
ら
き
見
た
人

は
い
な
か
っ
た
」
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
根
津
志
摩
守
ト
有
之
鷹

書
』
で
は
鷹
書
に
言
及
せ
ず
、「
口
傳
猶
義
く
ら
し
」
と
い
う
表
現
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
同
じ
く
モ
チ
ー
フ
番
号
15
「
米
光
は
こ
ち
く
の
姿
を
見
て
誉
め
、
鷹
並

び
に
犬
、
さ
ら
に
は
鷹
狩
り
の
道
具
を
帝
へ
奉
る
」
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
根
津
志
摩
守
ト
有
之
鷹
書
』
で
は
米
光
が
献
上
し
た
相
手

は
帝
で
は
な
く
、
政
頼
将
軍
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
祢
津
幸
直
の
父
・
元
直
及
び
松
鷂
軒
の
兄
と
さ
れ
る
「
光
直
」
の
子
孫

で
、
や
は
り
松
代
藩
士
で
あ
っ
た
一
族
に
伝
来
し
た
鷹
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る

（
注
10
）。
同
一
族
の
ご
当
主
で
あ
る
禰
津
喜
隆
氏
は
、
当
家
伝
来
の
鷹
書
を
五

冊
所
蔵
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
外
題
・
内
題
等
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書

名
は
不
明
。
そ
の
う
ち
、
墨
付
き
全
二
十
二
丁
の
テ
キ
ス
ト
の
冒
頭
部
に
は
、
次

の
よ
う
な
鷹
の
伝
来
説
話
が
見
え
る
。

一
　
そ
れ
た
か
の
日
本
へ
わ
た
り
は
し
め
た
る
事
。
神
代
よ
り
、
は
く
さ
い

こ
く
よ
り
一
は
ん
に
こ
え
て
、
す
る
か
の
ふ
し
山
を
す
や
ま
と
な
し
て
、
七

の
子
を
な
す
。
七
月
七
日
に
た
て
ヽ
、
日
本
国
に
ひ
ろ
む
也
。
た
か
を
つ
か

ふ
と
い
ふ
事
、
仁
徳
天
王
の
御
と
き
、
八
十
七
年
の
よ
を
た
も
た
せ
給
ふ
四

十
六
年
に
あ
た
り
し
と
し
、
は
く
さ
い
こ
く
よ
り
、
た
か
を
書
と
あ
ひ
そ
へ

て
け
ん
し
た
て
ま
つ
り
、
そ
の
た
か
の
な
を
く
ち
ん
と
い
ふ
な
り
。
使
の
て

い
、
そ
う
の
こ
と
し
。
仁
徳
て
ん
わ
う
の
御
よ
の
後
ハ
、
た
か
を
つ
か
ふ
と

い
ふ
事
、
た
ち
た
り
。
清
和
天
王
の
御
と
き
ま
て
、
こ
の
書
あ
り
と
い
へ
と

も
、
よ
み
ひ
ら
く
人
な
し
。
そ
の
と
き
、
唐
人
、
越
前
の
靏
か
の
津
に
わ
た

り
付
。
こ
の
唐
人
は
、
名
を
よ
ね
み
つ
と
い
ふ
。
そ
の
米
光
に
、
こ
の
た
か

の
真し

ん

書し
よ

を
よ
む
へ
き
よ
し
、
せ
ん
し
な
り
。
御
つ
か
い
に
は
政せ
い

頼ら
い

な
り
。
か

の
よ
ね
み
つ
、
て
を
う
ち
て
、
こ
の
国
に
、
か
の
書
あ
り
と
お
と
ろ
く
。
よ

み
ひ
ら
く
事
な
し
。
政
頼
、
こ
の
よ
し
を
そ
う
す
。
み
か
と
、
御
は
か
り
こ

と
は
、
こ
ち
く
と
い
ふ
お
ん
な
を
政
頼
、
御
使
と
て
お
く
り
給
ふ
。
そ
の
ヽ

ち
、
政
頼
に
、
こ
の
し
ん
し
よ
を
よ
み
ひ
ら
く
。
八
十
一
く
わ
ん
の
書
を
つ

た
へ

〇
十
八
の
秘
事

三
十
六
の
口
傳
を
な
ら
ひ
と
り
、
し
か
る
あ
ひ
た
、
日
本
に
た

か
を
相
傳
ハ
政
頼
、
は
し
め
て
ひ
ろ
め
け
り
。

　
右
掲
の
叙
述
も
文
意
の
取
り
に
く
い
箇
所
が
あ
る
が
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
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書
に
見
え
る
類
話
と
や
や
近
い
モ
チ
ー
フ
を
い
く
つ
か
含
ん
で
い
る
。
意
訳
は
次

の
通
り
。

　
鷹
が
日
本
へ
初
め
て
渡
っ
て
き
た
の
は
、
神
代
に
「
は
く
さ
い
こ
く
」
か
ら
一

番
に
超
え
て
「
す
る
か
の
ふ
し
山
」
を
巣
山
と
し
て
七
つ
の
子
を
産
み
、
七
月
七

日
に
巣
立
た
せ
て
日
本
国
に
広
め
た
と
い
う
。
鷹
を
遣
う
と
い
う
こ
と
は
、
仁
徳

天
皇
八
十
七
年
の
御
代
の
四
十
六
年
に
「
は
く
さ
い
こ
く
」
か
ら
鷹
に
鷹
書
を
添

え
て
献
上
さ
れ
た
。
そ
の
鷹
の
名
前
は
「
く
ち
ん
」
と
い
い
、
使
者
の
様
子
は
僧

の
よ
う
で
あ
っ
た
。仁
徳
天
皇
の
御
代
の
後
は
、鷹
を
遣
う
こ
と
が
絶
え
て
し
ま
っ

た
。そ
の
た
め
、清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
こ
の
鷹
書
を
読
み
ひ
ら
く
人
は
い
な
か
っ

た
。
そ
の
（
清
和
天
皇
の
）
時
代
に
、
唐
人
が
「
越
前
の
靏
か
の
津
」
に
渡
っ
て

き
た
。
こ
の
唐
人
の
名
前
は
「
よ
ね
み
つ
（
米
光
）」
と
い
う
。
こ
の
米
光
に
鷹

の
「
真
書
」
を
読
む
べ
き
宣
旨
が
下
る
。
宣
旨
の
使
い
は
政
頼
で
あ
る
。
米
光
は

こ
の
書
物
を
見
て
、
手
を
打
ち
、
こ
の
国
に
書
あ
り
と
驚
く
が
、
読
み
ひ
ら
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。
政
頼
が
こ
の
由
を
奏
聞
し
た
た
め
、
帝
は
謀
を
め
ぐ
ら
し
、「
こ

ち
く
」
と
い
う
女
を
政
頼
に
使
い
と
し
て
送
っ
た
。
そ
の
後
、（
米
光
は
）
政
頼

に
こ
の
真
書
を
読
み
ひ
ら
く
。
そ
し
て
（
政
頼
は
）
八
十
一
巻
の
書
を
伝
え
ら
れ
、

三
十
六
の
口
伝
を
習
い
取
っ
た
。
そ
れ
を
相
伝
し
た
政
頼
が
日
本
の
は
じ
め
て
広

め
た
と
い
う
。

　
右
掲
の
鷹
の
伝
来
説
話
は
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
類
話
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
と
い
え
る
。
後
出
の
異
同
表
に
よ
る
と
、
モ
チ
ー
フ
番
号
1
、
2
、

3
、
5
、
12
、
13
、
18
の
内
容
に
お
い
て
両
書
は
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
モ

チ
ー
フ
番
号
3
「
鷹
の
名
前
を
「
く
ち
」
と
い
う
」
に
つ
い
て
は
、
禰
津
喜
隆
氏

所
蔵
の
鷹
書
で
は
鷹
の
名
前
を
「
く
ち
ん
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
同
じ
名
前
と
見
做
せ
る
。
同
じ
く
モ
チ
ー
フ
番
号
18
「
政
頼
は
八
十
一
巻
の

鷹
書
を
米
光
に
読
み
ひ
ら
か
せ
て
、
十
八
の
秘
事
、
三
十
六
の
口
伝
を
習
い
、
天

下
に
な
ら
び
な
き
鷹
術
を
身
に
付
け
た
」
に
つ
い
て
は
、
禰
津
喜
隆
氏
所
蔵
の
鷹

書
で
は
鷹
術
を
身
に
付
け
た
政
頼
が
相
伝
し
た
鷹
術
を
日
本
に
広
め
た
、
と
い
う

結
末
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
祢
津
松
鷂
軒
伝
来
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
『
鷹
序

之
巻
　
乾
一
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
同
書
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、「
寶
暦

九
己
　

　
卯

　
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
　
盛
昌
（
花
押
）（
縦
2.3
㌢
×
横
2.3
㌢
の

朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
テ
キ
ス
ト
は
、

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
年
）
六
月
吉
日
に
、
依
田
盛
昌
か
ら
依
田
次
右
衛
門
に
伝

授
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
依
田
盛
昌
及
び
依
田
次
右
衛
門
と
は
、
祢
津
松
鷂
軒
の

娘
婿
で
松
鷂
軒
系
の
「
祢
津
家
の
鷹
術
」
を
伝
授
さ
れ
た
依
田
守
廣
の
直
系
の
子

孫
で
あ
る
。
彼
ら
も
ま
た
、
松
鷂
軒
系
の
「
祢
津
家
の
鷹
術
」
を
受
け
継
い
だ
加

賀
藩
の
「
鷹
匠
」
で
あ
っ
た
（
注
11
）。
同
書
の
第
三
条
に
以
下
の
よ
う
な
鷹
の

伝
来
説
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
　
抑
、
鷹
之
日
本
エ
渡
始
ル
事
、
神
之
代
也
。
白
濟
國
ヨ
リ
一
番
ニ
越
、

駿
河
之
冨
士
ヲ
巣
山
ト
ナ
シ
テ
、
七
ツ
ノ
子
ヲ
作
。
七
月
七
日
ニ
巣
山
ヲ
出
、

日
本
六
十
余
州
エ
廣
ム
ル
也
。
吾
朝
ニ
鷹
ヲ
仕
ト
云
事
、
仁
徳
天
皇
之
御
宇

之
八
十
六
年
之
御
代
ヲ
爲
持
給
。
四
十
六
年
ニ
當
リ
シ
年
、
白
濟
國
ヨ
リ
鷹

ヲ
書
ト
相
添
テ
渡
シ
ケ
ル
。
其
鷹
之
名
ヲ
、
俊
鷹
ト
云
也
。
使
之
躰
、
如
僧

也
。
仁
徳
天
皇
之
御
代
之
後
ハ
、
鷹
ヲ
仕
ト
云
事
絶
タ
リ
。
清
和
天
皇
之
御

時
迄
、
此
書
有
ト
云
共
、
讀
開
人
ナ
シ
。
使
ノ
名
ヲ
ハ
小
満
ト
云
也
。
清
和

天
皇
之
御
時
、
渡
鷹
ハ
韓
卷
ト
云
也
。
使
之
躰
、
如
僧
也
。
此
仁
、
越
前
國
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敦
賀
津
ニ
渡
着
。
名
ヲ
好
仁
米
光
ト
云
也
。
文
書
盡
シ
テ
被
渡
キ
。
越
前
之

國
敦
賀
津
ニ
着
テ
奏
聞
ス
。
其
時
之
都
ハ
、
粟
津
也
。
大
臣
、
公
卿
、
納
言
、

殿
上
至
迄
、
集
給
テ
、
韓
卷
ヲ
取
ニ
可
下
ト
宣
旨
有
ケ
レ
ハ
、
公
卿
各
々
申

サ
セ
給
イ
ケ
ル
。
其
時
、
播
磨
國
之
住
人
、
源
政
頼
、
爲
勅
使
敦
賀
津
ニ
被

下
。
内
裏
之
御
使
成
ト
云
。
唐
人
之
字
者
好
仁
ト
云
。
名
乗
ヲ
米
光
ト
云
也
。

米
光
カ
獎
束
ニ
ハ
、
大
荒
目
之
ホ
イ
ノ
色
也
。
刺
貫
、
節
染
之
三
重
ノ
衣
ヲ

着
タ
リ
。
錦
之
帽
子
ヲ
ゾ
シ
タ
リ
ケ
ル
。
形
ハ
似
僧
ニ
。
政
頼
、
彼
ニ
向
テ
、

宣
旨
御
使
成
ト
云
ケ
レ
ハ
、
政
頼
ニ
向
テ
申
テ
曰
、
韓
卷
ニ
文
書
ヲ
相
添
テ
、

取
渡
テ
ト
云
。
其
時
、
政
頼
、
大
國
之
文
ヲ
讀
兼
テ
、
米
光
ニ
讀
ト
云
ニ
、

ホ
ウ
枕
ヲ
タ
ベ
ト
答
フ
。
其
時
、
小
竹
ト
云
半
物
ヲ
出
ス
。
米
光
、
餘
ニ
喜

テ
床
ヨ
リ
下
、
七
度
拜
ス
。
小
竹
カ
獎
束
ニ
ハ
、
山
吹
之
匂
之
色
、
紅
之
茂

袴
、
髪
ハ
如
翡
翠
也
。
形
ハ
似
如
来
ニ
。
米
光
申
ケ
ル
ハ
、
小
竹
ヲ
以
テ
奏

聞
可
申
ト
御
返
事
申
。
御
門
重
テ
政
頼
ヲ
以
、
此
鷹
之
文
書
ヲ
可
讀
由
、
宣

旨
也
。
御
使
政
頼
也
。
彼
米
光
、
手
ヲ
打
テ
、
此
國
ニ
此
書
有
ト
驚
。
讀
開

事
ナ
シ
。
政
頼
、
此
由
奏
聞
ス
。
御
門
之
御
謀
ニ
、
小
竹
ト
云
女
ヲ
、
政
頼
、

御
使
ト
シ
テ
出
シ
給
。
政
頼
、
此
文
書
ヲ
讀
開
、
八
十
一
卷
之
書
。
其
後
、

政
頼
ニ
相
傳
シ
、
三
十
六
之
口
傳
ト
ス
。
如
右
之
、
不
殘
信
濃
國
祢
津
、
是

ヲ
傳
／
者
也
ト
云
　

　
云

。

　
右
掲
の
鷹
の
伝
来
説
話
は
か
な
り
詳
し
く
叙
述
さ
れ
、
相
対
的
に
あ
る
程
度
整

合
性
の
あ
る
筋
立
て
と
い
え
よ
う
。
意
訳
は
次
の
通
り
。

　
鷹
が
日
本
に
初
め
て
渡
っ
た
の
は
神
代
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。「
白
濟
國
」

か
ら
「
駿
河
之
富
士
」
を
巣
山
と
し
、
七
つ
の
子
を
産
ん
で
七
月
七
日
に
巣
立
た

せ
て
、
日
本
六
十
余
州
に
広
め
た
と
い
う
。
わ
が
国
で
鷹
を
遣
っ
た
の
は
仁
徳
天

皇
の
八
十
六
年
の
御
代
の
四
十
六
年
に
当
た
る
年
に
「
白
濟
國
」
か
ら
鷹
を
書
と

添
え
て
伝
来
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
そ
の
鷹
の
名
前
は
「
俊
鷹
」
と
い
う
。

鷹
を
伝
え
た
使
者
は
僧
形
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仁
徳
天
皇
の
御
代
以
後
は
鷹

を
遣
う
こ
と
は
絶
え
、
清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
こ
の
鷹
書
を
読
み
開
く
人
も
い
な

か
っ
た
。
使
者
の
名
前
は
「
小
滿
」
と
い
う
。
清
和
天
皇
の
御
代
に
伝
来
し
た
鷹

は
「
韓
卷
」
と
い
う
。
使
者
は
や
は
り
僧
形
を
し
て
お
り
、「
越
前
國
敦
賀
津
」

に
到
着
し
た
。
名
前
を
「
好
仁
米
光
」
と
い
う
。
文
書
を
こ
と
ご
と
く
渡
さ
れ
て
、

「
越
前
之
國
敦
賀
津
」
に
着
い
て
奏
聞
し
た
。
そ
の
時
、
都
は
粟
津
で
あ
っ
た
。

「
大
臣
、
公
卿
、
納
言
、
殿
上
」
に
い
た
る
ま
で
集
ま
り
、「
韓
卷
」
を
取
り
に

下
る
べ
き
宣
旨
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、「
播
磨
國
之
住
人
、
源
政
頼
」
が
「
敦
賀
津
」

に
下
り
、
内
裏
の
使
者
に
な
る
と
言
っ
た
。
唐
人
の
あ
ざ
な
は
「
好
仁
」
と
い
い
、

名
乗
り
は
「
米
光
」
と
言
っ
た
。
米
光
の
装
束
は
、
大
粗
目
の
布
衣
の
色
（
？
）、

指
貫
は
藤
染
の
三
重
の
衣
を
着
し
、
錦
の
帽
子
を
身
に
付
け
て
い
た
。
形
は
僧
に

似
て
い
た
。
政
頼
が
彼
に
向
か
っ
て
「
宣
旨
の
お
使
い
で
あ
る
」
と
言
う
と
、（
米

光
は
）
政
頼
に
「
韓
卷
」
に
文
書
を
添
え
て
渡
す
と
言
う
。
そ
の
時
、
政
頼
は
大

国
の
文
書
を
読
み
か
ね
て
、
米
光
に
読
め
と
言
う
。
す
る
と
、（
米
光
は
）「
ホ
ウ

枕
」
を
賜
る
よ
う
に
望
ん
だ
た
め
、「
小
竹
ト
云
半
物
」
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
米

光
は
喜
ん
で
床
よ
り
降
り
て
七
度
拝
ん
だ
。
小
竹
の
装
束
は
、
山
吹
の
匂
い
の
色

に
紅
の
裳
袴
、
髪
は
翡
翠
の
よ
う
で
、
形
は
如
来
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
米
光
が
言

う
に
は
、
小
竹
を
以
て
奏
聞
す
る
べ
き
と
の
返
事
で
あ
る
。
帝
は
重
ね
て
政
頼
を

以
て
こ
の
鷹
の
文
書
を
読
む
べ
き
由
の
宣
旨
を
出
し
た
。
使
い
は
政
頼
で
あ
る
。

米
光
は
手
を
打
ち
、
こ
の
国
に
こ
の
書
が
あ
る
と
驚
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
読

み
開
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
政
頼
が
こ
の
由
を
奏
聞
す
る
と
帝
は
謀
を
め
ぐ
ら
し
、
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小
竹
を
政
頼
が
遣
わ
し
た
。
政
頼
は
こ
の
文
書
を
読
み
開
き
、「
八
十
一
卷
之
書
」

と
し
た
。
そ
の
後
、
政
頼
に
相
伝
し
て
「
三
十
六
之
口
傳
」
と
な
る
。
そ
れ
ら
は

残
ら
ず
「
信
濃
國
祢
津
」
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
。

　
右
掲
の
鷹
の
伝
来
説
話
は
、宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵『
根
津
志
摩
守
ト
有
之
鷹
書
』

や
禰
津
喜
隆
氏
所
蔵
の
鷹
書
よ
り
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
の
類
話
と
近
似
す

る
モ
チ
ー
フ
や
叙
述
表
現
を
多
く
含
む
。
後
出
の
異
同
表
に
よ
る
と
、
モ
チ
ー
フ

番
号
1
、
2
、
5
、
6
、
7
、
8
、
12
、
13
、
14
、
18
の
内
容
に
お
い
て
両
書
は

類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
モ
チ
ー
フ
番
号
7
「
清
和
天
皇
時
代
に
唐
人
が
「
越

前
の
国
つ
る
か
の
津
」
に
渡
っ
て
く
る
。
名
を
「
こ
う
し
ん
」、
名
乗
り
を
「
米
光
」

と
言
っ
た
」
に
つ
い
て
は
、
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
『
鷹
序
之
巻
　
乾
一
』
で
は
、
仁

徳
天
皇
時
代
に
百
済
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
使
者
に
つ
い
て
も
「
小
満
」
と
い
う
名

前
を
伝
え
て
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
は
、
他

の
祢
津
氏
の
各
家
に
伝
わ
る
テ
キ
ス
ト
の
類
話
と
モ
チ
ー
フ
単
位
で
部
分
的
に
一

致
し
た
叙
述
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
致
す
る
モ
チ
ー
フ
同
士
に
お
い
て
も
表

現
レ
ベ
ル
で
は
細
か
な
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
間
に
お
い
て
出

典
関
係
な
ど
の
直
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
、
共
通
の

物
語
伝
承
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
展
開
し
て
い
っ
た
説
話
群
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
。

三
、�

祢
津
氏
嫡
流
の
鷹
書
そ
の
②�

―
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
―

　
実
は
、
以
上
の
よ
う
な
祢
津
氏
各
家
に
伝
来
し
た
テ
キ
ス
ト
以
外
に
も
、
祢
津

泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
に
近
い
内
容
を
持
つ
類
話
を
記
載

す
る
鷹
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』（
資
料

番
号
3
―
3
―
44
）
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
鷹
の
伝
来
説
話
は
、
管
見
に
お

い
て
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
の
類
話
に
最
も
近
い
。

　
こ
の
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
は
、
上
巻
の
奥
書
に
「
右
鷹
書
依

　
上
意
所
令
書
写
進
上
之
如
斯
／
明
應
五
年
丙辰

閏
二
月
日
／
前
信
濃
守
神
貞
通
奉
」

（
三
十
五
丁
裏
）
と
見
え
、
下
巻
の
奥
書
に
「
右
鷹
書
依
　
上
意
所
令
書
写
進
上

之
如
斯
／
明
應
五
年
丙辰

閏
二
月
日
／
前
信
濃
守
神
貞
通
奉
」（
五
十
三
丁
裏
）「
宝

暦
十
一
年
辛
巳
　
以
宇
土
之
書
寫
之
」（
五
十
四
丁
表
）
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
の

本
奥
書
に
よ
る
と
「
前
信
濃
守
神
貞
通
」
が
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
書
写

し
て
幕
府
に
進
上
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
こ
に
見
え
る
貞
通
と
は
、『
諏
訪
大
明

神
画
詞
』
の
作
者
と
さ
れ
る
円
忠
か
ら
六
代
目
の
子
孫
と
さ
れ
、
室
町
幕
府
奉
行

人
を
世
襲
し
た
京
都
諏
訪
氏
の
一
族
で
あ
る
。
貞
通
は
ま
た
、
京
都
諏
訪
社
の
神

職
を
務
め
、
当
社
の
布
教
活
動
を
特
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
（
注
12
）。

す
な
わ
ち
、
当
該
テ
キ
ス
ト
は
京
都
諏
訪
氏
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
特
性
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
は
、
室
町
時
代
に
京
都

で
流
布
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
同
書
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
に
該

当
す
る
本
文
を
掲
出
し
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
類
話
と
の
異
同
を

分
析
す
る
。

・
本
朝
鷹
渡
始
事

一
・
抑
此
土
へ
鷹
渡
始
事
三
ヶ
度
也
。
神
代
の
時
一
度
人
間
始
て
、
一
度
其

後
二
百
余
年
に
あ
た
つ
て
、
つ
か
ひ
給
し
て
此
道
学
傳
る
人
な
し
。
其
名
の
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み
云
傳
た
る
ま
て
に
て
不
分
明
也
。
仁
徳
天
皇
四
十
六
年
代
百
濟
国
よ
り
國

使
を
副
て
鷹
を
奉
る
。
其
鷹
を
ハ
倶
智
祖
と
い
へ
り
。
鷹
飼
の
名
を
ハ
米
光

と
云
。
犬
飼
、
名
を
は
袖
光
と
犬
の
名
を
ハ
、
と
ま
ほ
こ
と
云
。
毛
ハ
黒
駮

也
。
彼
唐
人
を
越
前
敦
賀
津
に
着
。
政
頼
行
向
て
鷹
を
請
取
、
犬
を
請
取
て

日
記
副
て
渡
也
。
米
光
、
兼
満
と
す
。
政
頼
彼
唐
人
の
心
を
と
ら
ん
為
に
長

持
一
え
た
、
か
ら
ひ
つ
一
か
う
、
酒
の
筒
一
、
小
竹
と
い
へ
る
は
し
た
者
に

も
た
せ
て
、
唐
人
の
所
へ
つ
か
ハ
す
。
米
光
、
な
の
め
な
ら
す
よ
ろ
こ
ひ
て
、

是
を
請
取
。
さ
て
朝
に
、
お
ん
な
を
返
す
と
て
捨
文
云

　
小
ち
く
て
ふ
事
か
た
か

（
マ
マ
）

ら
ハ
笛
竹
の
一
夜
の
ふ
し
を
人
に
か
た
る
な

此
哥
を
よ
み
て
、
あ
さ
の
小
袖
一
重
と
ら
せ
け
り
。
此
女
に
め
て
ヽ
、
三
ヶ

月
ま
て
と
ヽ
ま
り
、
政
頼
終
夜
當
て
鷹
の
事
を
被
尋
と
ひ
け
る
に
、
十
六
の

秘
事
、
三
十
六
の
口
傳
、
悉
習
当
當
て
鷹
を
仕
け
る
に
は
、
下
に
お
き
て
哥

□
の
思
ひ
を
な
し
、
不
思
儀
の
見
物
な
り
と
て
御
門
も
大
に
御
悦
あ
つ
て
政

頼
に
こ
ま
の
郡
を
給
に
け
り
。

一
・
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
た
も
た
せ
お
ハ
し
ま
す
其
時
、
四
十
年
云
正
月
ニ

摩
伽
陀
国
ゟ
駿
王
と
云
鳥
を
わ
た
し
、
天
竺
の
使
に
ハ
、
勾
陣
、
米
光
、
文

書
相
具
し
て
渡
り
、
此
宣
旨
を
下
さ
る
ヽ
。
宮
あ
わ
つ
の
宮
な
り
。
納
言
、

宰
相
、
公
卿
、
大
臣
、
殿
上
人
、
參
集
る
時
、
誰
か
駿
王
鳥
請
取
に
下
へ
き

と
宣
旨
あ
り
け
れ
ハ
、
公
卿
、
各
申
さ
せ
給
け
る
ハ
、
蔵
人
政
頼
ハ
か
り
そ

御
使
に
下
て
、
駿
鳥
請
取
へ
き
と
申
上
給
け
る
其
時
、
政
頼
、
越
前
国
敦
賀

津
へ
下
き
。
大
国
の
御
使
、
字
勾
陣
、
米
光
か
装
束
は
、
大
あ
ら
れ
の
あ
け

に
こ
う
の
さ
し
ぬ
き
に
藤
染
色
の
上
の
衣
を
着
た
り
。
錦
の
帽
子
を
し
た
り
。

其
時
の
形
、
僧
に
に
た
り
。
政
頼
、
相
向
て
宣
旨
の
御
使
た
り
と
云
。
米
光

駿
王
ま
い
ら
す
。
文
書
あ
い
く
し
て
渡
し
た
り
。
政
頼
、
大
國
の
御
文
よ
み

へ
す
。
米
光
に
よ
め
と
政
頼
か
い
ふ
に
、
ほ
う
枕
を
た
へ
と
云
。
其
時
、
こ

ち
く
と
い
ふ
は
し
た
も
の
を
い
た
す
。
米
光
、
餘
に
悦
て
床
よ
り
お
り
て
七

度
拜
す
。
小
竹
か
装
束
は
款
冬
の
に
ほ
ひ
の
色
、
く
わ
に
紅
の
ま
ろ
袴
也
。

か
み
は
ひ
す
い
の
こ
と
く
、
形
は
如
来
の
や
う
な
る
其
時
、
政
頼
と
く
と
お

も
ふ
ハ
い
か
に
と
云
へ
ハ
米
光
よ
む
へ
し
と
答
、
小
竹
取
て
返
事
、

　
く
れ
は
と
り
か
さ
ね
し
夜
半
の
朝
よ
り
ふ
し
て
ま
さ
れ
る
小
竹
こ
と
か
ね

か
く
い
ひ
て
米
光
大
国
の
文
書
よ
む
。
さ
て
云
、
駿
王
ハ
是
た
ヽ
の
鳥
に
あ

ら
す
。
毘
沙
門
天
皇
の
変
化
駿
鳥
の
魂
也
。
摩
伽
陀
の
内
鷲
峯
山
の
麓
に
て

駿
王
と
云
、
け
い
た
ん
国
の
う
ち
五
臺
山
の
麓
に
て
ハ
山
に
鳥
と
い
ふ
。
日

本
富
士
の
こ
し
に
て
ハ
鷹
と
云
。
百
濟
国
ゟ
日
本
国
つ
る
か
の
津
に
て
三
万

三
千
里
之
。
唐
人
ハ
水
神
也
。
百
濟
国
ゟ
七
日
七
夜
に
つ
る
賀
の
津
に
着
と

云
　

　
々

。

　
右
掲
の
二
つ
の
項
目
の
叙
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
モ
チ
ー
フ
や
叙
述
表
現
が
異
な
る

鷹
の
伝
来
説
話
で
あ
る
。
両
項
目
と
も
筋
立
て
に
混
乱
が
あ
り
、
鷹
の
伝
来
説
話

に
ま
つ
わ
る
モ
チ
ー
フ
を
適
当
に
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
意
訳
は

次
の
通
り
。

　
ま
ず
、
第
一
条
の
叙
述
に
よ
る
と
、
本
国
に
鷹
が
渡
っ
て
き
た
の
は
三
度
あ
る

と
い
う
。
ま
ず
は
神
代
で
、
そ
の
の
ち
二
百
余
年
間
、
鷹
を
遣
っ
た
り
、
こ
の
道

を
学
び
伝
え
る
人
は
い
な
か
っ
た
た
め
、そ
の
名
前
の
み
伝
わ
り
、不
分
明
で
あ
っ

た
。
仁
徳
天
皇
四
十
六
年
の
御
代
に
「
百
濟
國
」
よ
り
国
使
を
添
え
て
鷹
が
奉
ら

れ
た
。
鷹
の
名
前
は
「
倶
智
祖
」、
鷹
飼
の
名
前
は
「
米
光
」、
犬
飼
の
名
前
は
「
袖

光
」、
犬
の
名
前
は
「
と
ま
ほ
こ
」
と
言
う
。（
犬
の
）
毛
は
黒
駁
で
あ
る
。
そ
の
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唐
人
が
「
越
前
敦
賀
津
」
に
到
着
し
た
の
で
、
政
頼
は
行
き
向
か
っ
て
鷹
を
請
け

取
り
、
犬
を
受
け
取
っ
て
日
記
を
添
え
て
渡
さ
れ
た
。
米
光
は
兼
光
と
い
う
。
政

頼
は
こ
の
唐
人
の
心
を
つ
か
む
た
め
に
長
持
一
枝
、
唐
櫃
一
合
、
酒
の
筒
一
つ
を

小
竹
と
い
う
は
し
た
者
に
持
た
せ
て
唐
人
の
と
こ
ろ
に
使
わ
せ
た
。
米
光
は
な
み

な
み
な
ら
ず
喜
ん
で
、
こ
れ
を
請
け
取
っ
た
。
翌
朝
、
女
を
返
す
と
い
っ
て
捨
文

に
和
歌
を
一
首
詠
む
。
こ
の
和
歌
を
詠
ん
で
麻
の
小
袖
を
一
重
と
ら
せ
た
。
ま
た
、

こ
の
女
を
愛
で
て
三
月
ま
で
滞
留
し
た
。
政
頼
は
最
後
の
夜
に
当
た
り
、
鷹
の
こ

と
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、
十
六
の
秘
事
、
三
十
六
の
口
伝
の
こ
と
ご
と
く
を
伝
授
さ

れ
た
。
帝
も
大
い
に
御
悦
あ
っ
て
、
政
頼
に
「
こ
ま
の
郡
」
を
賜
っ
た
と
い
う
。

　
次
に
、
第
二
条
の
叙
述
に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
の
御
代
の
四
十
年
と

い
う
正
月
に
「
摩
伽
陀
国
」
よ
り
「
駿
王
」
と
い
う
鳥
が
渡
り
、
天
竺
の
使
い
に

は
「
勾
陣
・
米
光
」
が
文
書
を
伴
っ
て
渡
り
、
宣
旨
が
く
だ
さ
れ
た
と
す
る
。
都

は
「
あ
わ
つ
の
宮
」
で
あ
っ
た
。「
納
言
、
宰
相
、
公
卿
、
大
臣
、
殿
上
人
」
が

参
集
し
、
誰
が
駿
王
を
請
け
取
る
べ
き
か
と
相
談
し
た
そ
の
時
、
政
頼
が
「
越
前

国
敦
賀
津
」
に
下
っ
た
。
大
国
の
御
使
い
は
あ
ざ
な
を
「
勾
陣
」「
米
光
」
と
い
う
。

米
光
の
装
束
は
、
大
霰
の
あ
け
に
こ
う
の
指
貫
に
、
藤
染
色
の
上
の
衣
と
錦
の
帽

子
を
着
用
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
形
は
僧
に
似
て
い
る
。
政
頼
は
、
相
向
か
っ
て

宣
旨
の
御
使
で
あ
る
と
い
う
。
米
光
は
駿
王
に
文
書
を
伴
っ
て
渡
し
た
。
政
頼
は
、

大
国
の
御
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、米
光
に
読
め
と
言
う
と
、（
米
光
は
）

ほ
う
枕
を
賜
る
よ
う
望
む
。（
政
頼
は
）
そ
の
時
、「
こ
ち
く
」
と
い
う
は
し
た
者

を
出
す
と
、
米
光
は
喜
ん
で
床
に
降
り
て
七
度
拝
ん
だ
。
小
竹
の
装
束
は
款
冬
の

匂
い
の
色
、
く
わ
の
紅
の
ま
ろ
袴
で
あ
る
。
髪
は
翡
翠
の
よ
う
で
、
形
は
如
来
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
政
頼
が
「
早
く
（
読
め
）
と
思
う
が
い
か
に
」
と
言

う
と
、
米
光
は
（
文
書
を
）
読
も
う
と
答
え
た
。
小
竹
は
返
事
と
し
て
和
歌
を
一

首
詠
む
。
如
上
の
経
緯
か
ら
米
光
は
大
国
の
文
書
を
読
ん
だ
。
さ
て
、
駿
王
は
た

だ
の
鳥
で
は
な
い
。
毘
沙
門
天
の
変
化
が
駿
鳥
の
魂
で
あ
る
。「
摩
伽
陀
の
内
鷲

峯
山
の
麓
」
に
て
「
駿
王
」
と
言
い
、「
け
い
た
ん
国
の
う
ち
五
臺
山
の
麓
」
に

て
は
「
山
に
鳥
」
と
い
う
。「
日
本
富
士
の
こ
し
」
に
て
は
「
鷹
」
と
い
う
。「
百

濟
国
」
よ
り
「
日
本
つ
る
か
の
津
」
ま
で
三
万
三
千
里
、
唐
人
は
水
神
で
あ
る
。「
百

濟
国
」
よ
り
七
日
七
夜
で
「
つ
る
賀
の
津
」
に
到
着
し
た
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
両
条
と
も
、
か
な
り
整
合
性
の
無
い
筋
立
て
で
あ
る
。
が
、

そ
の
叙
述
に
含
ま
れ
る
モ
チ
ー
フ
は
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
類
話

と
重
な
る
。
後
出
の
異
同
表
に
よ
る
と
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』

第
一
条
で
は
モ
チ
ー
フ
番
号
2
、
3
、
9
、
10
、
16
、
17
、
18
、
19
の
内
容
に
お

い
て
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
類
話
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
モ

チ
ー
フ
番
号
3
「
鷹
の
名
前
を
「
く
ち
」
と
い
う
」
に
つ
い
て
は
、
永
青
文
庫
所

蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
で
は
鷹
の
名
前
を
「
倶
智
祖
」
と
漢
字
表
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
モ
チ
ー
フ
番
号
10
の
「
犬
の
毛
が
黒
駁
で
あ
る
こ
と
、
犬
の
姿
形
に
つ
い

て
の
説
明
、
犬
の
名
前
が
「
と
ま
ほ
こ
」
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
永
青
文

庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経 

上
下
』
で
は
犬
の
姿
形
に
つ
い
て
の
説
明
が
無
い
。
さ
ら
に
、

モ
チ
ー
フ
番
号
19
「
帝
は
政
頼
に
「
□高

鹿
の
郡
」
を
賜
っ
た
」
に
つ
い
て
は
、
永

青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
で
は
、
帝
が
政
頼
に
賜
っ
た
の
は
「
こ
ま
の

郡
」
で
あ
る
と
伝
え
る
。
同
じ
く
後
出
の
異
同
表
に
よ
る
と
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和

傳
鷹
経
　
上
下
』
第
二
条
で
は
モ
チ
ー
フ
番
号
6
、
8
、
14
、
21
に
お
い
て
祢
津

泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
は
同
書
の

第
一
条
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
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下
』
の
第
一
条
・
第
二
条
を
合
わ
せ
る
と
、
モ
チ
ー
フ
番
号
2
、
3
、
6
、
8
、

9
、
10
、
14
、
16
、
17
、
18
、
19
、
21
の
計
十
二
か
所
に
お
い
て
祢
津
泰
夫
氏
所

蔵
の
鷹
書
と
一
致
す
る
。
こ
の
数
は
、
前
節
で
挙
げ
た
祢
津
氏
各
家
の
テ
キ
ス
ト

に
見
え
る
い
ず
れ
の
類
話
よ
り
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
致
す
る
モ
チ
ー
フ
数

の
多
い
こ
と
が
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
の
鷹
の
伝
来
説
話
と
祢

津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
の
類
話
が
近
い
と
判
断
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
般
財
団
法
人
千
秋
文
庫
所
蔵
『
米
光
之
図
』（
和
人
物
78
、
縦

102.5
㌢
×
横
33.5
㌢
）
に
付
さ
れ
る
賛
に
も
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
の
類
話
と
近

い
叙
述
が
見
え
る
。
当
館
の
目
録
に
よ
る
と
、
原
本
は
室
町
時
代
の
絵
師
で
狩
野

派
の
祖
で
あ
る
狩
野
正
信
の
子
・
元
信
（
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
～
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
））
の
筆
と
さ
れ
、
模
者
は
不
詳
（
注
13
）。
同
画
の
下
部
に
は
、
朝

鮮
装
束
の
朱
服
に
黒
帽
を
着
用
し
、
マ
ナ
ヅ
ル
と
お
ぼ
し
き
鳥
の
頭
・
翼
・
脚
を

胸
に
抱
え
た
「
米
光
」
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
上
部
に
は
、
室
町
・
戦
国

時
代
の
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
る
天
隠
龍
澤
（
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
～
明

応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
よ
る
と
い
う
米
光
像
の
画
賛
が
付
さ
れ
て
い
る
。
当
該

図
に
つ
い
て
は
、
絵
師
や
賛
の
成
立
事
情
に
関
す
る
具
体
的
な
考
証
が
待
た
れ
る

が
（
注
14
）、
原
本
制
作
に
狩
野
元
信
や
天
隠
龍
澤
が
関
わ
っ
た
と
す
る
情
報
が

事
実
で
あ
れ
ば
、
原
本
は
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時

代
に
都
の
文
化
圏
に
お
い
て
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

図版①
千秋文庫所蔵『米光之図』全体

図版②
千秋文庫所蔵『米光之図』上部画賛本文
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次
に
当
該
の
画
賛
の
本
文
の
全
文
を
挙
げ
る
。

鷹
之
名
于
世
者
従
何
而
起
哉
。
少
昊
金
天
氏
之
王
天
下
也
。
有
鳳
鳥
之
瑞
以

鳥
紀
官
。
以
鷞
鳩
氏
為
司
寇
也
。
鷞
鳩
乃
鷹
也
。
司
冠
捕
盗
之
官
也
。
譬
鷹

捕
鳥
者
也
。
月
令
曰
、
啓
蟄
之
日
鷹
化
為
鳩
。
仲
春
鳩
化
爲
鷹
。
六
月
處
曰
、

老
鷹
学
習
。
七
月
鷹
祭
鳥
。
暦
家
以
鷹
紀
節
候
、
則
鷹
之
出
於
餘
鳥
者
可
知

焉
。

吾
日
本
累
世
有
知
鷹
之
家
。
其
言
曰
自
外
國
莫
。
鷹
者
始
于
神
代
盛
于
人
王

也
。
少
昊
金
天
氏
丁
日
本
神
代
也
。
然
則
日
本
支
那
同
其
時
者
乎
。
人
王
十

七
代
仁
徳
天
皇
四
十
六
年
、
百
濟
國
遣
使
者
米
光
、
獻
奇
鷹
俊
犬
。
号
其
鷹

為
倶
智
祖
、
呼
其
犬
為
苦
架
。
航
梯
以
至
越
前
敦
賀
津
。
此
時
昧
鷹
大
指
呼

事
。
獨
有
政
頼
者
奉
勅
向
越
前
、
慰
問
皇
華
使
者
。
臂
鷹
牽
犬
獻
于
帝
都
。

然
後
米
光
棹
百
濟
歸
船
。
政
頼
運
籌
、
粧
美
女
、
載
醇
酎
、
以
湎
淫
之
。
於

是
米
光
淹
滞
數
月
。
政
頼
盡
淂
臂
蒼
牽
黄
之
術
、
朝
廷
賞
之
賜
臣
郡｡

至
今

鷹
犬
家
政
頼
為
口
實
也
。
此
圖
所
謂
米
光
。
衣
服
顔
皃
、
外
國
風
度
也
。
仁

徳
聖
主
也
。
航
海
梯
山
、
帰
徳
化
者
如
斯
。
登
髙
屋
望
、
民
家
炊
煙
以
喜
之
。

豈
翫
禽
獣
妨
政
事
哉
。
禹
王
之
孫
太
康
、
盤
于
遊
由
、
不
恤
民
事
。
為
羿
所

逐
、
不
得
反
國
。
太
康
五
子
之
歌
曰
、
内
作
色
荒
、
外
作
禽
荒
、
有
一
于
此

未
或
不
亡
也
。
又
趙
宋
之
末
、
遼
國
天
祚
皇
帝
之
時
、
女
真
國
有
二
俊
禽
。

其
一
曰
海
東
青
、
其
二
曰
玉
爪
駿
一
飛
千
里
。
善
捕
天
鵞
。
天
祚
命
女
真
國

之
人
捕
之
。
渉
窮
谷
入
深
山
國
人
苦
之
。
遂
以
叛
之
。
宋
金
二
國
、
乘
隙
伐

之
、
以
滅
兵
。
鳴
呼
、
不
恤
政
事
、
不
勤
朝
謁
、
害
物
命
、
妨
農
務
、
則
誰

不
為
太
康
乎
、
誰
不
爲
天
祚
乎
。
思
之
。

明
應
七
年
戌
午
八
月
　
黙
雲
天
隠
叟
龍
澤
記

　
右
掲
の
画
賛
で
は
、
ま
ず
は
中
国
で
鷹
が
名
付
け
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
、

次
い
で
『
礼
記
』
月
令
篇
の
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
続
け
て
、
仁
徳
天
皇

の
時
代
に
百
済
国
か
ら
米
光
と
い
う
鷹
匠
が
鷹
と
犬
と
そ
れ
ら
を
扱
う
技
術
を
伝

え
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
鷹
の
伝
来
説
話
を
記
載
し
た
後
に
、
仁
徳
天
皇
は
優
れ

た
天
皇
で
あ
る
た
め
、
狩
猟
に
明
け
暮
れ
て
政
治
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
古
代
の
皇
帝
た
ち
が
狩
猟
や
鷹
狩
り
に
遊
び
ほ
う

け
て
失
政
を
行
っ
た
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
画
賛
の
言
説
の
中
か
ら
、
鷹
の
伝
来
説
話
の
部
分
（
傍
線
部
）

の
意
訳
を
次
に
掲
出
す
る
（
注
15
）。
我
が
国
に
は
代
々
鷹
を
掌
る
家
が
あ
っ
た
。

そ
の
言
う
こ
と
に
は
外
国
か
ら
鷹
を
献
じ
た
者
は
、
神
代
に
始
ま
り
、
人
の
代
に

な
っ
て
か
ら
の
天
皇
（
神
武
天
皇
）
の
御
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
。
少
昊
金
天
氏

は
ち
ょ
う
ど
日
本
の
神
代
の
時
代
に
当
た
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
日
本
と
中
国
と
は

時
を
同
じ
く
し
て
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
の
代
に
な
っ
て
十
七
代
の
仁

徳
天
皇
の
四
十
六
年
、
百く

だ
ら済
の
国
は
使
者
と
し
て
米
光
と
い
う
鷹
匠
を
遣
わ
し
て
、

ぬ
き
ん
で
た
鷹
と
優
れ
た
犬
を
献
じ
た
。
そ
の
鷹
を
倶
智
祖
と
呼
び
、
そ
の
犬
を

苦
架
と
呼
ん
だ
。
海
を
渡
り
、
山
を
登
っ
て
、
越
前
の
敦
賀
の
港
に
到
着
し
た
。

こ
の
時
、
日
本
人
は
鷹
や
犬
を
使
う
猟
の
技
術
に
は
暗
か
っ
た
。
た
だ
、
政
頼
と

い
う
者
が
勅
命
を
奉
じ
て
越
前
に
向
い
、
百
済
国
の
勅
使
を
慰
問
し
た
。
鷹
を
腕

に
の
せ
犬
を
牽
い
て
都
の
天
皇
に
献
上
し
た
。
そ
の
後
、
米
光
は
百
済
の
帰
船
に

乗
っ
て
帰
ろ
う
と
し
た
。
政
頼
は
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
、
美
女
に
化
粧
を

さ
せ
、
よ
く
熟
し
た
う
ま
酒
を
載
せ
て
、
米
光
を
酒
色
に
お
ぼ
れ
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
そ
こ
で
、
米
光
は
数
か
月
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
り
、
政
頼
は
そ
の
間
に
鷹
や

犬
を
猟
に
使
う
術
を
す
べ
て
習
得
し
た
。
朝
廷
は
こ
れ
を
ほ
め
て
、
臣
下
で
あ
る
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政
頼
に
郡
を
下
賜
し
た
。今
に
至
る
鷹
や
犬
を
掌
る
家
で
は
政
頼
の（
こ
の
話
を
）

語
り
草
と
し
て
い
る
。

　
右
掲
の
画
賛
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
は
、
前
掲
の
鷹
書
類
に
見
え
る
類
話
に

比
べ
る
と
、
さ
す
が
に
文
脈
上
の
混
乱
が
な
く
、
整
合
性
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
後
出
の
異
同
表
に
よ
る
と
、
モ
チ
ー
フ
番
号
3
、
10
、
16
、
17
、

19
に
お
い
て
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
と
モ
チ
ー
フ
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
モ
チ
ー
フ
番
号
3
「
鷹
の
名
前
を
「
く
ち
」
と
い
う
」
に
つ
い
て
は
、
画

賛
の
方
で
は
「
倶
智
祖
」
と
な
っ
て
い
る
他
、
モ
チ
ー
フ
番
号
10
「
犬
の
毛
が
黒

駁
で
あ
る
こ
と
、
犬
の
姿
形
に
つ
い
て
の
説
明
、
犬
の
名
前
が
「
と
ま
ほ
こ
」
で

あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
画
賛
の
方
で
は
犬
の
毛
及
び
姿
形
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
ず
、
名
前
が
「
苦
架
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
モ
チ
ー
フ
番
号
16
「
米

光
が
帰
国
し
た
が
っ
た
の
で
、
政
頼
は
長
持
、
唐
櫃
、
酒
筒
を
こ
ち
く
に
持
た
せ

て
米
光
に
与
え
る
」
に
つ
い
て
は
、
画
賛
の
方
で
は
「
こ
ち
く
」
に
相
当
す
る
女

性
の
名
前
は
明
記
さ
れ
ず
、
同
じ
く
モ
チ
ー
フ
番
号
17
「
こ
ち
く
を
愛
で
た
米
光

は
三
月
逗
留
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
画
賛
の
方
で
は
「
數
月
」
の
滞
留
と
表
記
さ

れ
る
。
ま
た
、
モ
チ
ー
フ
番
号
19
「
帝
は
政
頼
に
「
□高

鹿
の
郡
」
を
賜
っ
た
」
に

つ
い
て
は
、
画
賛
の
方
で
は
政
頼
が
下
賜
さ
れ
た
土
地
の
具
体
的
な
地
名
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
右
掲
の
画
賛
に
お
け
る
鷹
の
伝
来
説
話
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
の

は
、
モ
チ
ー
フ
番
号
10
に
相
当
す
る
叙
述
と
し
て
、
犬
の
名
前
が
「
苦
架
」
と
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。

　
こ
の
「
苦
」
の
文
字
は
「
苫
」
の
誤
記
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、「
苫
架
」

と
す
れ
ば
、「
と
ま
ほ
こ
」
と
訓
読
で
き
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵

の
鷹
書
及
び
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
に

登
場
す
る
犬
の
名
前
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

鷹
と
と
も
に
伝
来
し
た
犬
の
モ
チ
ー
フ
は
、
祢
津
氏
の
他
家
に
伝
わ
る
鷹
書
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
鷹
と
と
も
に
伝
来
し
た
犬
の
名
前
を
記
載
す

る
事
例
は
、
話
型
の
異
な
る
そ
の
他
の
鷹
の
伝
来
説
話
に
は
散
見
す
る
が
（
注
16
）、

当
該
の
話
型
を
持
つ
類
話
で
は
、祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
・
永
青
文
庫
所
蔵『
和

傳
鷹
経
　
上
下
』・
千
秋
文
庫
所
蔵
『
米
光
之
図
』
賛
に
見
え
る
三
話
し
か
管
見

に
お
い
て
確
認
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
の
犬
の
モ
チ
ー
フ
は
、
中
近
世
期

に
お
い
て
数
多
く
流
布
し
た
鷹
匠
所
縁
の
鷹
書
類
に
は
見
ら
れ
ず
、
京
都
諏
訪
氏

の
鷹
書
と
天
隠
龍
澤
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
画
賛
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
室
町

期
の
京
洛
に
お
い
て
相
応
に
流
布
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
こ
の

モ
チ
ー
フ
は
、
祢
津
流
の
鷹
匠
た
ち
に
よ
る
文
化
伝
承
を
遡
源
と
し
た
も
の
で
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書
に
見
え
る
鷹
の
伝

来
説
話
は
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』
や
千
秋
文
庫
所
蔵
『
米
光
之

図
』
賛
に
見
え
る
よ
う
な
、
京
洛
で
流
布
し
た
説
話
が
地
方
で
享
受
さ
れ
た
事
例

の
ひ
と
つ
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

図版③
千秋文庫所蔵『米光之図』
上部画賛の本文より「苦架」
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【
異
同
表
】

モ
チ
ー
フ

番
号

祢
津
泰
夫
氏
所
蔵
の
鷹
書

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

『
根
津
志
摩
守
ト
有
之

鷹
書
』

禰
津
喜
隆
氏
所
蔵
の
鷹

書

依
田
盛
敬
氏
所
蔵

『
鷹
序
之
巻
　
乾
一
』

永
青
文
庫
所
蔵

『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』

第
一
項
目

永
青
文
庫
所
蔵

『
和
傳
鷹
経
　
上
下
』

第
二
項
目

千
秋
文
庫
所
蔵

『
米
光
之
図
』
画
賛

1

日
本
に
初
め
て
鷹
が
渡
っ
て
き
た
時
、

駿
河
国
富
士
山
を
巣
山
に
し
て
七
子

を
育
て
、
七
月
七
日
に
巣
立
た
せ
て

日
本
に
広
め
た
。

×

○

○

×

×

×

2

仁
徳
天
皇
の
時
代
に「
は
く
さ
い
国
」

か
ら
鷹
と
鷹
書
が
渡
っ
て
き
た
。

○

○

○

○

△
…
百
済
国
で
は
な
く

て
「
摩
伽
陀
国
」
も
し

く
は
「
天
竺
」。

△
…
鷹
書
に
つ
い
て
は

記
載
無
し
。

3

鷹
の
名
前
を
「
く
ち
」
と
い
う
。

×

○
…
鷹
の
名
前
は
「
く

ち
ん
」。

△
…
仁
徳
天
皇
の
時
代

に
伝
来
し
た
鷹
の
名
前

は
「
駿
鷹
」、
清
和
天

皇
の
時
代
に
伝
来
し
た

鷹
の
名
前
は
「
韓
卷
」。

○
…
鷹
の
名
前
は
「
倶

智
祖
」。

△
…
鷹
の
名
前
は
「
駿

王
（
鳥
）」。

○
…
鷹
の
名
前
は
「
倶

智
祖
」。

4

「
和
泉
國
も
す
野
」
で
仁
徳
天
皇
が

初
め
て
鷹
を
遣
っ
た
後
、
二
百
余
年

間
、
鷹
を
遣
う
こ
と
が
途
絶
え
た
。

×

×

×

△
…
「
神
代
の
時
」
に

鷹
狩
り
が
伝
来
し
て
か

ら
二
百
余
年
、
鷹
を
遣

う
こ
と
が
途
絶
え
た
と

い
う
記
載
有
り
。

×

×

5

清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
鷹
書
は
あ
っ

た
が
誰
も
ひ
ら
き
見
た
人
は
い
な

か
っ
た
。

○

○

○

×

×

×

6

そ
の
時
の
都
は
「
あ
わ
づ
」
で
あ
っ

た
。

×

×

○

×

○

×

7

清
和
天
皇
時
代
に
唐
人
が
「
越
前
の

国
つ
る
か
の
津
」
に
渡
っ
て
く
る
。

△
…
「
政
頼
将
軍
」
の

時
代
に
唐
人
が
や
っ
て

△
…
「
よ
ね
み
つ
」
の

別
名
は
無
し
。

○
…
仁
徳
天
皇
時
代
に

百
済
国
か
ら
渡
っ
て
き

△
…
仁
徳
天
皇
の
時
代

に
百
済
国
か
ら
渡
っ
て

△
…
仁
徳
天
皇
の
時
代

に
摩
伽
陀
国
か
ら
渡
っ

△
…
仁
徳
天
皇
の
時
代

に
百
済
国
か
ら
渡
っ
て
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名
を
「
こ
う
し
ん
」、
名
乗
り
を
「
米

光
」
と
言
っ
た
。

き
た
と
す
る
。
そ
の
使

者
の
名
前
は
「
清
来
」。

た
使
者
の
名
前
は
「
小

満
」。
清
和
天
皇
時
代

に
渡
っ
て
き
た
唐
人
の

あ
ざ
な
は
「
好
仁
」、

名
乗
は
「
米
光
」。

き
た
鷹
飼
の
名
前
は

「
米
光
」、
の
ち
に
「
兼

満
」
と
す
る
。

て
き
た
使
者
の
あ
ざ
な

は
「
勾
陣
」、「
米
光
」。
き
た
使
者
の
名
前
は

「
米
光
」。

8

米
光
の
装
束
及
び
姿
形
に
つ
い
て
。

×

×

○

×

○

×

9

犬
飼
の
名
前
を
「
袖
満
」
と
い
う
。

×

×

×

○

×

×

10

犬
の
毛
が
黒
駁
で
あ
る
こ
と
、
犬
の

姿
形
に
つ
い
て
の
説
明
、
犬
の
名
前

が
「
と
ま
ほ
こ
」
で
あ
る
こ
と
。

×

×

×

○
…
犬
の
姿
形
に
つ
い

て
の
説
明
は
無
し
。

×

○
…
犬
の
名
前
は
「
苦

架
」。
犬
の
毛
及
び
姿

形
に
つ
い
て
の
説
明
は

無
し
。

11

帝
の
命
を
受
け
て
「
播
摩
の
国
の
住

人
源
政
頼
の
卿
」
が
鷹
な
ら
び
に
犬

を
請
け
取
る
た
め
に
下
さ
れ
た
。

△
…
帝
の
命
を
受
け
た

と
す
る
記
載
無
し
。
政

頼
将
軍
が
請
け
取
る
。

犬
に
関
す
る
記
載
無
し
。

×

△
…
「
播
磨
国
之
住
人
、

源
政
頼
」。
犬
に
関
す

る
記
載
無
し
。

△
…
「
政
頼
」。

△
…
「
蔵
人
政
頼
」。

犬
に
関
す
る
記
載
無
し
。
△
…
「
政
頼
」。

12

古
く
に
伝
来
し
た
鷹
書
を
米
光
に
読

ま
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
米
光
は

こ
の
書
を
見
て
驚
く
。
し
か
し
、
読

み
ひ
ら
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

×

○

△
…
鷹
書
を
読
ま
せ
よ

う
と
し
た
ら
、
米
光
は

「
ホ
ウ
枕
」
を
所
望
し

た
と
す
る
。

×

△
…
鷹
書
を
読
ま
せ
よ

う
と
し
た
ら
、
米
光
は

「
ほ
う
枕
」
を
所
望
し

た
と
す
る
。

×

13

帝
の
謀
に
よ
っ
て
、「
こ
ち
く
」
と

い
う
女
を
、政
頼
を
使
い
と
し
て（
米

光
に
）
送
る
。

△
…
帝
の
謀
で
は
な
く

政
頼
将
軍
が
判
断
し
た

と
す
る
。

○

○

△
…
帝
の
謀
で
は
な
く

政
頼
が
判
断
し
た
と
す

る
。

△
…
帝
の
謀
と
は
明
記

し
て
い
な
い
。

△
…
帝
の
謀
で
は
な
く

政
頼
が
判
断
し
た
と
す

る
。

14

こ
ち
く
の
装
束
及
び
姿
形
に
つ
い
て
。
×

×

○

×

○

×

15

米
光
は
こ
ち
く
の
姿
を
見
て
誉
め
、

鷹
並
び
に
犬
、
さ
ら
に
は
鷹
狩
り
道

具
を
帝
へ
奉
る
。

○

×

△
…
小
竹
を
見
た
米
光

は
、
喜
び
の
あ
ま
り
床

よ
り
降
り
て
七
度
拝
ん

だ
と
す
る
。

×

△
…
こ
ち
く
を
見
た
米

光
は
、
喜
び
の
あ
ま
り

床
よ
り
降
り
て
七
度
拝

ん
だ
と
す
る
。

×

16

米
光
が
帰
国
し
た
が
っ
た
の
で
、
政

×

×

×

○

×

○
…
女
の
名
前
は
明
記
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頼
は
長
持
、
唐
櫃
、
酒
筒
を
こ
ち
く

に
持
た
せ
て
米
光
に
与
え
る
。

さ
れ
て
い
な
い
。

17

こ
ち
く
を
愛
で
た
米
光
は
三
月
逗
留

す
る
。

×

×

×

○

×

○
…
米
光
は
「
數
月
」

留
ま
っ
た
と
す
る
。

18

政
頼
は
八
十
一
巻
の
鷹
書
を
米
光
に

読
み
ひ
ら
か
せ
て
、
十
八
の
秘
事
、

三
十
六
の
口
伝
を
習
い
、
天
下
に
な

ら
び
な
き
鷹
術
を
身
に
付
け
た
。

△
…
政
頼
将
軍
が
清
来

か
ら
鷹
術
を
伝
授
さ
れ

た
と
す
る
。

○

○

○

×

△
…
政
頼
が
伝
授
さ
れ

た
鷹
術
の
内
容
に
つ
い

て
、
鷹
書
や
秘
事
、
口

伝
な
ど
の
記
載
無
し
。

19

帝
は
政
頼
に
「
□高
鹿
の
郡
」
を
賜
っ

た
。

×

×

×

○
…
帝
が
政
頼
に
賜
っ

た
の
は
「
こ
ま
の
郡
」

と
す
る
。

×

○
…
政
頼
は
朝
廷
か
ら

郡
を
下
賜
さ
れ
た
と
す

る
（
具
体
的
な
地
名
の

記
載
無
し
）。

20

政
頼
は
こ
ち
く
の
宿
へ
綾
の
小
袖
一

重
に
ひ
ね
り
文
を
使
わ
し
て
和
歌
の

や
り
取
り
を
す
る
。

△
…
和
歌
に
異
同
あ
り
。
×

×

△
…
和
歌
に
異
同
あ
り
。
△
…
和
歌
に
異
同
あ
り
。
×

21

「
ま
か
た
國
」
及
び
「
は
く
さ
い
國
」

の
「
ほ
こ
の
津
」
か
ら
「
日
本
越
前

の
靏
賀
の
津
」
ま
で
の
距
離
と
移
動

日
数
に
つ
い
て
。

×

×

×

×

○

×

※ 

○
…
同
じ
モ
チ
ー
フ
が
お
お
む
ね
類
似
す
る
表
現
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
△
…
同
じ
モ
チ
ー
フ
が
異
な
る
表
現
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
×
…
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
記
載
が
な
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
に
お
い
て
、
近
世
期
に
松
代
藩
の
重
臣
と
な
っ
た
祢
津
家
の
嫡
流
に
つ
い

て
、
祢
津
泰
夫
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
新
出
資
料
を
手
掛
か
り
に
、
当
家
の
氏
祖
に

つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
と
当
家
が
代
々
関
わ
っ
て
き
た
鷹
術
に
関
す
る
文
化
伝
承

に
つ
い
て
検
証
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
家
の
氏
祖
で
あ
る
祢
津
幸
直
（
志
摩
）
は
、

の
ち
に
初
代
松
代
藩
主
と
な
る
真
田
信
之
に
近
し
く
仕
え
、
彼
の
子
孫
は
代
々
松

代
藩
に
家
老
ク
ラ
ス
の
禄
高
を
得
る
藩
士
と
な
っ
た
。
ま
た
、
幸
直
は
信
之
か
ら

鷹
狩
り
に
関
す
る
実
務
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
、
当
家
は
鷹
術
に
携
わ
る
一
族
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
鷹
書
を
数
点
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
文
芸
的
要
素
の
強

い
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
当
該
書
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
具
体
的
に
は
、
同
じ
祢
津
氏
の
他
の
分
家
に
伝
来
し
た
鷹
書
に
見
え
る
類
話

や
そ
の
ほ
か
の
氏
族
所
縁
の
鷹
書
及
び
五
山
僧
の
作
と
さ
れ
る
画
賛
に
見
え
る
類
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話
と
の
比
較
を
通
し
て
、
当
該
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
説
話
の
特
性
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
そ
の
結
果
、
祢
津
氏
の
分
家
の
鷹
術
は
、
近
世
期
に
お
い
て
格
式
の
高
い

流
派
と
し
て
隆
盛
し
、
諸
藩
の
鷹
匠
た
ち
を
中
心
に
流
布
し
た
（
注
17
）
が
、
当

家
の
鷹
書
に
見
え
る
説
話
は
、
そ
の
よ
う
な
鷹
匠
た
ち
に
伝
承
さ
れ
た
類
話
と
は

異
な
る
位
相
に
お
い
て
流
布
・
展
開
し
た
可
能
性
が
確
認
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
当
家
の
鷹
書
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
祢
津
氏
嫡
流
の
鷹
術
伝
承

は
、
鷹
狩
り
の
実
技
に
携
わ
る
鷹
匠
以
外
の
文
化
人
に
流
布
し
た
も
の
に
も
近
し

い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
当
家
を
重
用
し
た
松
代
藩
で
は
、
将
軍
家

所
縁
と
い
っ
た
格
式
の
高
い
鷹
術
と
は
異
な
る
放
鷹
文
化
を
標
榜
し
た
こ
と
も
窺

わ
れ
よ
う
。

【
注
】

（
1 

）
二
本
松
泰
子
「
近
世
期
に
お
け
る
祢
津
氏
嫡
流
の
家
伝
に
つ
い
て
―
新
出

の
祢
津
氏
系
図
を
端
緒
と
し
て
―
」（『
唱
道
文
学
研
究
第
十
二
集
』
所
収
、

三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
九
年
十
月
刊
行
予
定
）。

（
2 

）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
鷹
狩
記
　
祢
津
流
　
完
』
の
奥
書
及
び
内
閣
文
庫

蔵
『
朝
野
旧
聞
裒
藁
』
な
ど
参
照
。

（
3 

）
二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
第
二
編
「
鷹
術
流
派
の
系
譜
」

（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
な
ど
参
照
。

（
4 

）
注
（
1
）
二
本
松
論
文
参
照
。

（
5 

）
注
（
1
）
二
本
松
論
文
参
照
。

（
6 

）
上
州
我
妻
郡
西
窪
村
西
窪
治
部
右
衛
門
所
蔵
『
真
田
信
之
書
状
　
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）』（『
信
濃
史
料
』
補
遺
下
「
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
廿
一
」）。

（
7 

）
ち
な
み
に
、
岡
村
博
文
氏
蔵
文
書
『
真
田
信
之
書
状
　
年
次
未
詳
』（『
信

濃
史
料
』
補
遺
下
「
岡
村
博
文
氏
所
蔵
文
書
）
に
も
、
注
（
6
）
同
じ
内
容

の
書
状
が
見
え
る
。

（
8 

）
上
州
利
根
郡
白
岩
村
中
島
某
所
蔵
『
真
田
信
之
書
状
　
寛
永
四
年
（
一
六

二
七
）
～
同
一
四
年
（
一
六
三
七
）』（『
信
濃
史
料
』
補
遺
下
「
大
鋒
院
殿

御
事
蹟
稿
廿
一
」）。

（
9 

）
各
テ
キ
ス
ト
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
二
本
松
論
文
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
10 

）
注
（
3
）
二
本
松
著
書
参
照
。

（
11 

）
注
（
3
）
二
本
松
著
書
参
照
。

（
12 

）
石
井
裕
一
朗
「
中
世
後
期
京
都
に
お
け
る
諏
訪
氏
と
諏
訪
信
仰
―
『
諏
訪

大
明
神
絵
詞
』
の
再
検
討
―
」（『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
四
一
巻
二

号
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
13 

）「
開
館
35
周
年
記
念
　
佐
竹
家
　
狩
野
派
絵
師
た
ち
　
展
示
品
目
録
」（
一

般
財
団
法
人
千
秋
文
庫
、
平
成
28
年
9
月
6
日
（
火
）
～
平
成
29
年
1
月
28

日
（
土
））。

（
14 

）
千
秋
文
庫
所
蔵
『
米
光
之
図
』
を
は
じ
め
と
す
る
五
山
僧
が
著
し
た
米
光

像
賛
に
つ
い
て
は
、
中
本
大
も
言
及
し
て
い
る
（「
鷹
書
研
究
会
発
表
資
料
」

二
〇
〇
九
年
五
月
三
十
日
（
土
））。
た
と
え
ば
中
本
は
、
室
町
時
代
の
五
山

僧
で
あ
る
月
舟
寿
桂
著
作
の
『
幻
雲
北
征
文
集
』
に
米
光
像
賛
が
見
え
る
こ

と
を
取
り
上
げ
、
月
舟
寿
桂
と
朝
倉
教
景
（
宗
滴
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
触

れ
な
が
ら
、
米
光
説
話
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
朝
倉
氏

の
出
自
を
有
間
皇
子
の
子
で
あ
る
『
表
米
（
う
わ
よ
ね
）
親
王
』
以
来
の
日
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下
氏
と
す
る
説
の
周
知
」
を
所
以
と
し
て
、
月
舟
寿
桂
と
関
わ
り
深
い
朝
倉

氏
所
縁
と
さ
れ
る
鷹
書
に
米
光
説
話
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
の
で

あ
る
が
、
不
審
な
点
が
多
く
、
再
考
を
要
す
る
。

（
15 

）
当
該
の
意
訳
は
谷
口
（
安
藤
）
真
由
実
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
16 

）
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
『
祢
津
家
獫
之
秘
書
』
及
び
『
野
出
咒
文
　
外
物
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
鷹
及
び
犬
の
伝
来
説
話
な
ど
。

（
17 

）
注
（
3
）
二
本
松
著
書
参
照
。

【
付
記
】

　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
引
用
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た

祢
津
泰
夫
氏
と
禰
津
喜
隆
氏
お
よ
び
諸
機
関
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
本
文
中
に
引
用
し
た
千
秋
文
庫
所
蔵
『
米
光
之
図
』
賛
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

谷
口
（
安
藤
）
真
由
実
氏
か
ら
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
な
お
、本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP19K

00325

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。



－55－

� The�Global�Management�of�Nagano,�Vol.2

Falconry in the Various Domains of Shinshu

―The Falcon Book of the Matsushiro Domain’s Nezu Family―

 Yasuko NIHONMATSU

　Studying the direct descendants of the Nezu family who became senior vassals of 

the Matsushiro domain in the early modern period, this paper examines anecdotes 

related to the founder of this family and the cultural traditions related to falconry, 

which this family has been involved in for generations. The research is based on 

newly sourced materials in the possession of Yasuo Nezu. In other words, because 

Yukinao Nezu, the founder of this family, attended closely on Nobuyuki Sanada, 

who would eventually become the first feudal lord of the Matsushiro domain, his 

descendants were appointed for generations by the Matsushiro domain as feudal 

warriors who received stipends equivalent to those of the chief retainers. 

Furthermore, this family took part in falconry, and it has passed down several books 

on falconry. Among these books, this paper features texts that have numerous 

narrative descriptions, and it compares the transmitted stories of falconry described 

in these books, with similar stories seen in other falconry books passed down in 

other branch families of the same Nezu family. It also compares them with similar 

stories of other serving clans or similar stories that appear in picture inscriptions 

that appear to be the work of gozanso monks. The comparison reveals that the 

falconry books of this family has content that is closer to the texts circulated among 

intellectuals in Kyoto during the Muromachi period than to the falconry books of 

the same family that were passed down to falconry masters. It is conjectured that 

there is a possibility that the Matsushiro domain, which appointed to high office this 

family that possessed such falconry traditions, emphasized cultural education over 

practical knowledge when it came to falconry.


